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（２）

  予
 算

平成２１年度

平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
事
業
会
計
の
６
会
計
当
初
予
算
が
、
３
月
６
日
か
ら

２１

　
日
ま
で
開
か
れ
た
町
議
会
３
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
新
年
度
の
予
算
が
決
ま

１８り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
　
億
８
３
０
０
万
円
。
前
年
度
当
初
比
で
　
％
の
増
額
と

４２

６．４

な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
す
が
、
合
理
化
・
効
率
化
を
図
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
月
号
で
は
予
算
の
中
か
ら
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

　　　　４２億８，３００万円 

　６．４％の増

一般会計

総　　額

昨年度当初
との比較　

私たちのまちづくり

１．自然を守り生活環境の充実を図るまちづくり

２．元気で明るい快適なまちづくり

３．心豊かなきらめく教育・文化のまちづくり

４．自然と共生する住み良いまちづくり

５．活力と調和のとれた産業のまちづくり

６．活力あるひらかれた行財政のまちづくり

　特集 大事なお金の使い道



（３）広報めいわ　平成２１年４月１０日

６つの柱

町税４２．０％１，７９９，５６０円給料自

主

財

源

基金等繰入１２．３％５２６，８８２円貯金の取崩

使用料・手数料・繰越金等８．１％３４７，０６５円雑収入

交付税、国・県支出金等２９．１％１，２４６，９９３円親からの仕送り依
存
財
源 町債８．５％３６２，５００円借金

１００．０％４，２８３，０００円合　　計

前年比（％）予 算 額事 業 名会 計

△７１．４２，０００万円老人保健

特 別

△６．７８，５００万円後期高齢者医療

２．１１１億４，１００万円国民健康保険

１．７７億２，４００万円介護保険

△１８．２７億２，８５０万円下水道事業

　３．４２億４，３００万円収入収益上水道　　

事 業
　１．７２億３，６００万円支出

△２３．９５，１９５万円収入資本　　　　

△１１．０１億７，１４０万円支出

人件費２１．９％９３７，４３４円食費義
務
的
経
費

扶助費６．４％２７４，７２４円医療費など

公債費９．０％３８５，９１０円ローン返済

物件費２１．３％９１０，７１３円光熱水費など

そ
の
他
の
経
費

維持補修費１．２％５２，６３１円家の修繕費

補助費等１２．５％５３５，４１５円各種会費

繰り出し金１０．０％４２８，０８４円子どもへの仕送り

積立金、貸出金、

予備費等
１．３％５７，４７５円その他の費用

普通建設事業費１６．４％７００，６１４円家の増改築費用

１００．０％４，２８３，０００円合　　計

予算を家計に見立てると勝
◆総収入額

◆総支出額

【特別会計および事業会計予算】

芋 允鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

芋 允鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯



（４）

町
で
は
「
水
と
緑
豊
か
な
活
力
あ
る
明
和
町
」
を
目
指
し
て
、
平
成
　
年
度
を
目

２６

標
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
６
部
門
別
に
、
平
成
　
年
度
に
町
が
行

２１

う
主
な
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
予
算
額
の
一
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し

て
い
ま
す
）

予
 算

皆さんのやる気をバックアップ

協働のまちづくり

元気な華の里づくり支援事業

資源ごみ
　運用開始

東部地区に

出しやすい環境・更なるごみの減量化へ

１歳児から中学生まで

インフルエンザ流行に備え

予防接種費用を一部助成

生
活
と
環
境

自
然
を
守
り
生
活
環
境
の
充
実
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

　収集所の

　
豊
か
な
自
然
は
町
の
財
産
で
す
。
行

政
が
主
体
と
な
っ
て
環
境
対
策
事
業
を

行
い
ま
す
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
も

環
境
対
策
・
自
然
保
護
対
策
へ
の
理
解

や
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
等
の
身
近
な
も
の
か
ら
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

●
交
通
対
策
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
１
２
４
万
円

　
交
通
安
全
思
想
の
普
及
や
指
導
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
交
通
安
全
施
設
の

設
置
や
、
広
域
公
共
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

●
防
犯
活
動
推
進
事
業

　
　
　
  …
…
…
５
８
９
万
円

　
犯
罪
を
生
ま
な
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
犯
体
制
の
確
立
、
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
一

環
と
し
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
で
、
地
域
の
防
犯
団
体

等
と
協
力
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

●
公
害
対
策
費
　

　
　
　
  …
…
…
１
２
８
万
円

　
各
種
規
制
に
よ
る
大
気
汚

染
・
水
質
汚
濁
・
騒
音
・
振

動
・
悪
臭
等
の
公
害
の
防
止
に

努
め
ま
す
。

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
事
業

　
　
　
  …
…
…
３
６
０
万
円

　
国
際
目
標
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
削
減
に
貢
献
で
き
る
有

　特集 大事なお金の使い道

町長と語ろうまちづくり



（５）広報めいわ　平成２１年４月１０日

し
ま
す
。

　
館
林
市
・
板
倉
町
と
設
立
し
た
ご
み

処
理
共
同
事
業
協
議
会
の
負
担
金
を
計

上
し
、
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
を
目
指

し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
在

宅
生
活
の
支
援
や
多
様
化
す
る
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

と
も
に
、
サ
ロ
ン
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
生
活
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
敬
老
関
連
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
０
１
０
万
円

　
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
老
後
を
送
れ

る
よ
う
、
老
人
福
祉
大
会
や
地
区
別
敬

老
会
な
ど
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

と
健
康
保
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
福
祉
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
０
８
万
円

　
自
立
生
活
を
送
る
た
め
に
、
庭
の
枝

の
剪
定
等
援
助
を
必
要
と
す
る
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対
し
、
自
宅
に

シ
ル
バ
ー
人
材
を
派
遣
し
、
生
活
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

●
在
宅
高
齢
者
福
祉
等
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
９
６
３
万
円

　
健
康
に
不
安
の
あ
る
在
宅
の
高
齢
者

等
に
対
し
、
急
病
や
災
害
時
な
ど
の
緊

急
事
態
の
際
に
、
迅
速
な
対
応
を
図
り
、

生
活
不
安
の
解
消
、
人
命
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
ボ
タ
ン
を

押
せ
ば
救
急
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
さ
れ
る

通
報
装
置
の
貸
与
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
費

　
　
　
　
…
…
…
１
億
３
５
７
３
万
円

　
誰
も
が
一
緒
に
生
活
で
き
る
社
会
に

向
け
て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自
立
支
援

の
た
め
新
し
い
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
も
と
、
更
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。

●
成
人
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
２
１
３
万
円

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
健

康
教
育
、
健
康
相
談
等
事
業
の
充
実
を

図
り
医
療
費
を
抑
制
し
ま
す
。

●
感
染
予
防
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
８
１
０
万
円

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、

１
歳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
予
防
接
種

に
対
し
、
町
で
一
部
負
担
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

し
て
感
染
対
策
用
防
護
服
セ
ッ
ト
の
購

入
と
啓
発
資
料
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
５
６
２
万
円

　
少
子
化
対
策
の
不
妊
治
療
費
助
成

を
は
じ
め
、
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
等
各
種
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室
等
を
開
催
し
、
母
と
子
の
心
の

ふ
れ
あ
い
、
健
康
の
保
持
増
進
と
子
育

て
を
支
援
し
ま
す
。

効
な
手
段
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
じ
ん
芥
処
理
費

　
　
　
　
…
…
…
１
億
４
３
９
７
万
円

　
東
部
地
区
に
資
源
ご
み
収
集
所

（
も
っ
た
い
な
い
東
館
）の
運
用
を
開
始

　
住
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
関
心
は
高
く
大

変
重
要
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
た
め

の
子
育
て
環
境
の
充
実
を
は
じ
め
、
高

齢
者
、
乳
幼
児
、
障
が
い
者
等
、
す
べ
て

の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

●
出
産
祝
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
５
０
０
万
円

　
児
童
の
誕
生
を
祝
福
し
、
次
代
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
地
域
社
会
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
１
子
　
万
円
、
第
２
子
　
万
円
、
第

１０

２０

３
子
以
降
　
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

３０

●
医
療
福
祉
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
８
８
２
５
万
円

　
知
的
障
が
い
者
お
よ
び
重
度
心
身
障

が
い
者
（
児
）
の
福
祉
医
療
費
支
給
対

象
者
に
支
給
し
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
５
５
７
万
円

健
康
と
社
会
福
祉

元
気
で
明
る
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り



（６）

教
育
振
興

心
豊
か
な
き
ら
め
く
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
化
が
進
む

中
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
は
重
要
で
す
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
・
地
域
・
学
校

の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
で
育
て
る
環

境
づ
く
り
や「
住
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」

を
普
及
す
る
な
ど
健
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

●
こ
ど
も
園
費

　
　
　
　
…
…
…
１
億
７
２
４
４
万
円

　
保
育
園
と
幼
稚
園
が
一
元
化
施
設
と

な
っ
た
「
明
和
こ
ど
も
園
」
で
、
現
在

の
多
様
化
す
る
子
育
て
環
境
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

●
小
学
校
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
７
４
１
６
万
円

　
東
小
学
校
で
は
給
水
管
の
改
修
工
事

と
遊
具
安
全
対
策
工
事
、
西
小
学
校
で

は
教
室
照
明
増
設
工
事
な
ど
行
い
ま
す
。

●
中
学
校
費

　
　
　
　
　
…
…
…
…
３
０
３
４
万
円

　
施
設
・
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

痛
み
の
激
し
い
机
と
椅
子
の
更
新
を
１

学
年
分
行
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
３
２
７
万
円

　
体
育
祭
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
、
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
と

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

●
公
民
館
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
５
１
８
万
円

　
各
種
教
室
を
開
催
す
る
と
共
に
、
自

主
的
な
活
動
へ
の
支
援
、
発
表
の
場
の

提
供
等
、
身
近
に
参
加
で
き
る
学
習
機

会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
３
１
０
１
万
円

　
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
芸
術
鑑
賞

会
等
を
企
画
・
提
供
す
る
こ
と
や
、
住
民

が
気
軽
に
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
図
書
館
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
９
６
３
万
円

　
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
、
図
書
や
情
報
誌

な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
５
９
０
３
万
円

　
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拠
点
と
し
て

通
年
開
館
し
、
各
種
水
泳
教
室
等
を
開

催
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
住
民
の
健

康
増
進
、
体
力
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備

自
然
と
共
生
す
る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

　
人
口
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

定
住
者
を
増
や
す
住
宅
対
策
は
重
要
で

す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
道
路
、
下
水
道
等
の
都
市
基
盤

整
備
を
行
い
住
民
生
活
の
利
便
性
向
上

に
努
め
ま
す
。

●
道
路
維
持
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
０
１
２
万
円

　
町
道
の
舗
装
道
路
の
補
修
や
街
路
樹

の
管
理
な
ど
、
道
路
の
維
持
管
理
を
行

い
、
交
通
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
２
億
２
１
７
万
円

　
都
市
計
画
道
路
の
工
事
着
手
の
ほ
か
、

町
道
の
拡
幅
工
事
や
舗
装
工
事
を
進
め

る
と
と
も
に
、
側
溝
、
歩
道
等
の
道
路

施
設
整
備
を
行
い
、
道
路
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
都
市
計
画
総
務
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
８
０
２
２
万
円

　
ま
ち
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整

備
を
図
る
た
め
、
川
俣
駅
周
辺
地
域
の

測
量
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
下
水
道
建
設
費

　
　
　
　
…
…
…
４
億
４
８
０
０
万
円

　
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
創
出
す

る
た
め
に
、
下
水
道
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

●
河
川
費
　
…
…
…
…
…
…
…
　
万
円

１９

　
危
険
箇
所
の
早
期
発
見
等
、
河
川
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
河
川
の
維

　特集 大事なお金の使い道



（７）広報めいわ　平成２１年４月１０日

助
し
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
２
３
３
万
円

　
銀
座
に
あ
る
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
 家
 」
ち

に
お
い
て
町
特
産
の
広
報
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
産
物
の
振
興
、

米
の
生
産
調
整
の
推
進
、
農
業
経
営
の

基
盤
強
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

●
農
地
整
備
費
　

　
　
　
　
　
　
…
…
…
４
６
７
１
万
円

　
農
道
、
農
業
用
用
排
水
路
等
、
農
業

基
盤
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

●
商
工
振
興
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
３
９
６
万
円

　
町
内
商
工
業
の
振
興
と
産
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
や
融
資
等
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施

策
を
進
め
ま
す
。

持
管
理
を
行
い
ま
す
。

●
住
宅
建
設
事
業

　
　
　
…
…
…
３
億
３
４
９
２
万
円

　
町
営
住
宅
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
町
営
住
宅
新
田
団
地
建
替
工
事

を
進
め
ま
す
。　

●
公
園
費
　

　
　
　
　
　
…
…
…
１
億
６
２
７
万
円

　
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
桜
並
木
路

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
上
江

黒
地
区
に
休
憩
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
明
和
第
三
工
業
団
地
北
側
を
グ

リ
ー
ン
バ
ン
ク
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、

基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

産
業
振
興

活
力
と
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
の
運
営

活
力
あ
る
ひ
ら
か
れ
た
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

　
町
民
が
真
に
望
む
施
策
を
展
開
し
、

効
率
的
な
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
町
民
の
意
見
・
要

望
等
を
把
握
し
、
的
確
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

住
民
参
加
機
会
を
拡
充
し
、
住
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
８
５
６
万
円

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
直
接
意
見

交
換
を
行
う
「
町
長
と
語
ろ
う
　
ま
ち

づ
く
り
」
や
「
町
政
地
区
別
懇
談
会
」
、

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
て

助
成
す
る
「
元
気
な
華
の
里
づ
く
り
支

援
事
業
」
を
行
い
、
皆
さ
ん
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
広
報
広
聴
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
３
８
３
万
円

　
広
報
紙
の
発
行
や
旬
の
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
案
内
等
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
、
防
災
・

防
犯
情
報
等
の
メ
ー
ル
配
信
を
行
い
ま

す
。

　
活
力
あ
る
町
を
目
指
す
た
め
に
は
、

産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
、

交
流
人
口
の
増
加
は
重
要
で
す
。
減
農

薬
・
有
機
農
法
な
ど
の
「
環
境
保
全
型

農
業
」
の
推
進
や
新
た
な
工

場
の
誘
致
・
既
存
商
店
の
活

性
化
対
策
を
行
い
、
産
業
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

●
指
定
統
計
調
査
事
業

　
 …
…
…
…
…
２
４
９
万
円

　
統
計
法
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
労
働
諸
費

　
　
 …
…
…
１
１
１
７
万
円

　
雇
用
の
安
定
・
福
利
厚
生

の
充
実
等
労
働
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

●
農
業
総
務
費

　
    …
…
…
１
１
４
９
万
円

　
農
業
関
係
、
団
体
等
に
補



（８）

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

健康づくり課 
　　山８４・３１１１

医師の診断を受けた不妊治療で、特定不妊治療（体外受精等）を除く検査費および治療費、薬
剤投与費（男性不妊も含む）の自己負担額の1/2を補助するもの（１年度上限１０万円）要保
健指導（役場保健師）

不妊治療費助成事業
（一般不妊治療費）

健康づくり課 
　　山８４・３１１１

特定不妊治療費（体外受精および顕微授精）の医療保険適用外の検査費および診療費を1/2補
助するもの（１年度上限１５万円）要保健指導（役場保健師）

不妊治療費助成事業
（特定不妊治療費）

健康づくり課 
　　山８４・３１１１

町に妊娠届書を提出したかたを対象に妊婦健康診査受診票を交付する。（１４回分）妊婦健康診査支援事業

健康づくり課 
　　山８４・３１１１

町に妊娠届出書を提出し、妊婦健康診査を受けている妊婦で、出産日から１年以上住所を
有するかたが対象。１回の妊娠に対し１万４３６０円

妊婦助成金

住民福祉課
　　山８４・３１１１

お子さんが生まれたかたで出産前１年以上町内に居住するかた。または、１年に満たない場合
出産後１年を経過したかたが対象

出産祝金

健康づくり課 
　　山８４・３１１１

１歳～１５歳の子どもがインフルエンザ予防接種を受けた場合、１回につき２０００円を助成する。
（２回接種した者に対し助成を行うが、１３歳～１５歳までについては、医師の指示で１回接種し
た場合も対象とする）

子どものインフルエンザ
予防接種助成

住民福祉課
　　山８４・３１１１

ひとり親家庭等の児童の入進学時等に支度金を支給。こども園入園時１万円（町外の幼稚園・
保育園含む。再入園は除く）。小学校入学時１万２０００円。中学校進学時１万５０００円。中
学卒就職時２万円

ひとり親家庭等の児童の
入進学等支度金

住民福祉課
　　山８４・３１１１

町に居住する義務教育終了前の児童で、交通遺児となったかた（４・７・１０・１月の４回支給。乳幼
児１５００円・小学生２５００円・中学生３０００円いずれも月額）

交通遺児手当

住民福祉課
　　山８４・３１１１

身体障害者手帳の１級２級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の１級の交付を受けているか
た。７０歳以上のみの世帯、母子家庭世帯等で車のないかた

福祉タクシー利用料金助
成事業

住民福祉課
　　山８４・３１１１

在宅で生活される特定疾患（小児慢性特定疾患）医療受給者証をお持ちのかた、人工肛門装置
患者、人工透析療法対象者。年間３万６０００円※介護保険法の施設入所者、障害者自立支援法
の施設入所者および通所者は該当になりません。

特定疾患患者等見舞金支
給事業

住民福祉課
　　山８４・３１１１

在宅で生活される重度心身障害者（身体障害者手帳１級および療育手帳Ａ重、Ａ１、Ａ２）
※介護保険法の施設入所者、障害者自立支援法の施設入所者および通所者は該当になりません。
年間２万円

在宅重度心身障害者（児）
見舞金支給事業

住民福祉課
　　山８４・３１１１

６５歳以上の高齢者のみの世帯でバリアフリー化に係る住宅改造補修費補助（上限５０万円）
高齢者住宅改造補修費補
助

社会福祉協議会
　　山８４・４０１３

町内在住の６０歳以上の一人暮らしのかたを対象に月２回配付訪問。（各地区民生委員さんが調査と
りまとめ社会福祉協議会に報告）

一人暮らし老人給食サー
ビス事業

社会福祉協議会
　　山８４・４０１３

ねたきり老人等常時オムツを使用している町内在宅のかたに年２回支給（各地区民生委員さんが調
査とりまとめ社会福祉協議会に報告）

ねたきり老人等に対する
オムツ支給事業

住民福祉課
　　山８４・３１１１

町在住で身体または精神上の障害のため在宅の要介護４または５相当の高齢者を１年以上継続
して介護しているかた（年齢が６５歳以上）一人当たり年８万円

介護慰労金支給事業

健康づくり課 
　　山８４・３１１１

国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入されているかたで、人間ドックを受診した場合、日帰り
１万５０００円一泊二日３万円を助成（ただし、特定健康検査を受けたかたや国民健康保険税もしくは
後期高齢者医療保険料を滞納している場合は除きます）

人間ドック検診費助成金
（国民健康保険または後期
高齢者医療保険）

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

学校教育課 
　　山８４・３１１１

広島・長崎・沖縄等の平和施設等への訪問が計画されている場合。町内在住の小学生２万円
以内。中学・高校生４万円以内を補助。（終了後報告書提出あり）

平和研修事業補助金

学校教育課 
　　山８４・３１１１

町内に１年以上居住しており、経済的理由で高等学校以上の学校に進学困難なかたを助成（高
等学校に在学するかた月額１万円。高等専門学校に在学するかた月額２万円。大学に在学する
かた月額４万円）

奨学資金貸付金　　　　

海洋センター 
　　山８４・５５１１

小笠原体験クルーズ（２人限定1/2補助）・沖縄体験セミナー（２人限定1/2補助）少年の船補助金

算福　祉

算教　育

　町では、次のとおり各種補助金を取り扱っています。該当になると思われるかたは、お問い

合わせください。詳しくは『くらしの便利帳』にも掲載してありますので、ご参照ください。



（９）広報めいわ　平成２１年４月１０日

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

環境課 　　　　　
　　山８４・３１１１

チャイルドシート購入時の費用を1/2補助（上限１万５０００円）
乳幼児用補助装置購入費
補助金

経済課
　　山８４・３１１１1 

町内に1年以上居住しているかたが、町内業者を利用して自宅の修繕等を行った場合にその経
費の一部を補助。工事金額が20万円以上（消費税を除く）で、工事費の５％を補助（上限10万円まで）

住宅リフォーム補助金

環境課 
　　山８４・３１１１

５人槽２７万９０００円・６～７人槽３６万円・８～１０人槽４７万７０００円（下水道認可区域は
除く）

浄化槽設置費補助金

環境課 
　　山８４・３１１１

単独浄化槽やし尿汲み取り槽から合併浄化槽に転換する場合に１０万円を補助
（下水道認可区域は除く）

単独浄化槽廃止転換費補
助

環境課 
　　山８４・３１１１

避妊手術　犬１頭につき １万円・猫８０００円
断種手術　犬１頭につき５０００円・猫３０００円

犬および猫避妊等手術費
補助金

住民福祉課
　　山８４・３１１１

明和町に居住する者の火葬費用に対し、交付金を支給する。１２歳以上３万円、１２歳未満
２万円、死産児１万円を上限とし、支払った費用を支給する。（火葬してから１年以内に申請
するものとする）

火葬費用交付金

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

環境課 
　　山８４・３１１１

住宅用太陽光発電システムを設置した町民。１kＷ／h当たり６万円（最大５kＷ／hまで）　　　　
住宅用太陽光発電システ
ム設置補助金

環境課
　　山８４・３１１１ 

４基分に相当する工事費の２分の１とし、設置基数（最高４基まで）に１５００円を乗じた額を限度
とする

雨水浸透桝設置費補助金

環境課 
　　山８４・３１１１

浄化槽を雨水貯留施設に転用したり貯留槽（２００ℓ以上）を設置した場合、設置工事費の
1/2の額（上限２万円まで）

雨水貯留施設等設置費補
助金

環境課 
　　山８４・３１１１

生ごみ処理槽（１７０ℓ以上）１基当たり２７００円。生ごみ処理容器（１５ℓ）１基当たり１０００円。
生ごみ処理機購入費用の2/3を補助（上限３万円）

ごみ減量化器具購入費助
成金

環境課 
　　山８４・３１１１

低公害車を自ら使用するため購入したかたで、登録時で１年以上町に在住し、車両を新車で購入
したかた。車両価格の５％が対象（上限１０万円）新規登録をされた日から３０日以内に申請を

低公害車購入費補助金

環境課
　　山８４・３１１１

対象システムを設置するにあたり設置費用の２０％を補助（上限５万円）太陽熱高度利用補助金

経済課 
　　山８４・３１１１

町内に事業所があり町内で１年以上事業を営む中小企業者が、ISO９０００・ISO１４０００シリーズ
認証取得にかかる経費の内、審査登録機関に支払う審査登録費（上限３０万円）を補助

ＩＳＯ認証取得事業奨励金

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称　

建設水道課
　　山８４・３１１１

下水道に接続するために浄化槽を廃止する場合の補助（１件３万円）                                     浄化槽廃止補助金　　　

建設水道課
　　山８４・３１１１

生活扶助世帯のかたが下水道に接続するための工事費の補助（全額）水洗便所改造費補助

建設水道課
　　山８４・３１１１

下水道へ早期（１年以内）に接続するかたに補助（５万円）早期接続特別奨励金

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

企画課 
　　山８４・３１１１

町内の個人・団体が自主的に行うまちづくりを支援。スタート部門…まちづくり団体の設立に対して
の助成。チャレンジ部門…具体的なまちづくり事業実施に係る助成

元気な華の里づくり支援
事業助成金

算環　境

算下水道

算まちづくり

算生　活

平成２１年度

　町の各種補助金のお知らせ



（１０）

並
木
路
に
新
し
い
憩
い
の

場
が
で
き
ま
し
た
。
公
募

に
よ
り
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
名
称

は
「
桜
中
央
公
園
」
で
す
。

　
こ
の
公
園
の
特
徴
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
高
校
生
が
造
っ
た
東
屋

と
パ
ー
ゴ
ラ
、
そ
し
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
木
製
ベ
ン
チ
で
す
。
昨

年
の
に
っ
さ
と
公
園
に
つ
づ
く
県

立
館
林
商
工
高
校
と
町
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
実
現
し
た

ま
ち
づ
く
り
。

　
同
校
で
は
、
３
年
生
に
な
る
と

課
題
研
究
授
業
を
行
い
、
生
徒
た

ち
が
１
年
か
け
て
３
年
間
の
集
大

成
と
も
い
え
る
研
究
や
製
作
を
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
町
が
新
し
く
整

備
す
る
公
園
を
よ
り
親
し
み
や
す

く
す
る
た
め
、
東
屋
等
の
材
料
費

を
町
で
負
担
し
、
設
計
と
施
工
を

同
校
建
築
科
の
生
徒
が
行
う
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
が
実
施
さ
れ
た
の

で
す
。

大
抵
の
努
力
で
は
、
完
成

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
建
設
作
業
。
生
徒
た
ち
は
、

東
屋
製
作
班
と
パ
ー
ゴ
ラ
製
作
班

に
分
か
れ
て
昨
年
４
月
か
ら
設
計

を
開
始
し
ま
し
た
。「
開
放
感
」
が

コ
ン
セ
プ
ト
と
い
う
東
屋
と
パ
ー

ゴ
ラ
は
、
こ
だ
わ
り
の
総
檜
造
り
。

 梁
 や
 垂
木
 が
複
雑
に
組
み
合
わ
さ

は
り
 

た
る
き

桜並

1_休日返上で行われた作

業　2_校内での材料加工

は、先生方の指導を受けな

がら試行錯誤の日々だった

　3_設計図を基に材料を

切り出してゆくワクワク感

　4_生徒たちの頑張りに

先生も真剣　5_金槌を握

る姿も一人前に　6_もの

づくりのおもしろさを町長

に語る　7_みんなに喜ん

で欲しいから丁寧に磨く

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公桜中央公園園園園園園園園園園園

１１１１１１１１１１１

２２２２２２２２２２２

３３３３３３３３３３３

４４４４４４４４４４４ ５５５５５５５５５５５ ６６６６６６６６６６６７７７７７７７７７７７

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ
ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ
ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ
ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ
ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ
ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ
ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ
ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ
ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ

私たちが造った憩いの施設

木の温もりと開放感を実感してください



（１１）広報めいわ　平成２１年４月１０日

る
小
屋
組
み
は
、
や
は
り
難
し
く

何
度
も
や
り
直
し
た
と
の
こ
と
。

週
3
時
間
の
課
題
研
究
授
業
の
時

間
で
は
到
底
足
り
ず
、
休
日
返
上

や
放
課
後
、
真
っ
暗
に
な
っ
て
も

照
明
灯
の
明
か
り
を
頼
り
に
真
冬

の
寒
空
の
下
、
作
業
は
続
け
ら
れ

ま
し
た
。の

温
も
り
を
実
感
し
て
欲

し
い
。
コ
ン
セ
プ
ト
の
と

お
り
、
み
ん
な
に
開
放
感
と
安
ら

ぎ
を
与
え
た
い
。
生
徒
た
ち
が
寒

さ
に
耐
え
頑
張
れ
た
の
は
、
地
域

の
人
た
ち
か
ら
の
応
援
が
あ
っ
た

か
ら
。
「
作
業
を
し
て
い
る
と
、

散
歩
中
の
人
か
ら
『
頑
張
っ
て
ね
』

と
励
ま
さ
れ
た
り
、
時
に
は
差
し

入
れ
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
」
と
生
徒
た
ち
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
既
に
高
校
を
卒

業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
ん
で

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
作
品
に
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
こ
こ
へ

来
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

木ｍａｐ

1_作業は真っ暗になっても続けられた　2_高所での作業は実

はちょっと怖～い　3_ 檜 の質感を思いきり引き出したパーゴ
ひのき

ラと東屋　4_実は女の子のほうが高所作業はへっちゃら　5_

しっかりとした造りのベンチテーブル　6_生徒たちから町へ

の引渡式では精巧に作られた東屋の模型も手渡された　７_苦

労して組み上げた美しい小屋組みと丁寧な細工の木製ベンチ

寒かった。だけど、応援してくれた地域のみなさ

んの心が暖かかった…。

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜並並並並並並並並並並木木木木木木木木木木桜並木路路路路路路路路路路路

１１１１１１１１１１１

２２２２２２２２２２２

３３３３３３３３３３３

４４４４４４４４４４４ ５５５５５５５５５５５

６６６６６６６６６６６７７７７７７７７７７７

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ
ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ
ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ ｕ
ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ
ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ
ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ
ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ ｋ
ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ
ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ
ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ



（１２）

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
み

な
さ
ん
体
操
を
始
め
ま
す
」
今
日

も
指
導
員
の
元
気
な
掛
け
声
と
共

に
、
参
加
者
全
員
が
や
る
気
満
々

の
姿
勢
で
す
。
会
場
は
社
会
福
祉

会
館
で
毎
週
木
曜
日
の
午
前
　
時
１０

か
ら
　
時
近
く
ま
で
、
途
中
に
約

１１

５
分
の
休
憩
時
間
を
取
っ
て
筋
力

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
新
里
元
気
ア
ッ
プ
教
室
体
操
の

会
は
、
市
村
正
男
会
長
、
奥
澤
一

三
さ
ん
、
塩
ノ
谷
博
さ
ん
の
３
人

が
団
結
し
て
立
ち
上
げ
、　

歳
代

５０

か
ら
　
歳
代
ま
で
　
人
の
か
た
が

９０

７５

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
地
域
で
の
健
康
づ

く
り
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
普

及
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
全
体
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
指
導
者

の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

群
馬
大
学
の
先
生
等
を
講
師
に
招

い
て
講
習
会
を
開
催
し
た
り
、
講

習
会
に
出
席
し
た
人
に
は
、
指
導

員
の
認
定
証
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
里
地
区
に
は

現
在
　
人
の
指
導
員
が
誕
生
し
て

２２

い
ま
す
。

　
日
本
は
平
均
寿
命
が
男
性
　
歳
、
女
性
　
歳
（
厚
生
労
働

７９

８６

省
発
表
「
平
成
　
年
簡
易
生
命
表
」
よ
り
）
と
い
っ
た
世
界

19

有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
長
く
な
っ
た
老
後
を
よ

り
生
き
甲
斐
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
今
回
は
新
里
元
気
ア
ッ
プ
教
室
を
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
本
 利
一

町
民
リ
ポ
ー
タ
ー

元
気
ア
ッ
プ
教

元
気
ア
ッ
プ
教
室室

　
　
～
自
分
の
健
康
は

自
分

～
自
分
の
健
康
は
 自
分
でで
守守

る
～
る
～



（１３）広報めいわ　平成２１年４月１０日

介
護
の
必
要
の
な
い
体
づ
く
り
の

た
め
に

　
代
表
者
の
市
村
会
長
に
現
状
と

将
来
の
展
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は

住
民
主
導
型
介
護
予
防
事
業
で
す
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
拡
げ
る
、
初

級
か
ら
中
級
ま
で
の
　
段
階
の
筋

１０

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

教
室
は
準
備
体
操
か
ら
始
ま
り
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
次
に
『
元

気
ア
ッ
プ
の
歌
』
を
全
員
で
歌
い
、

最
後
に
頭
の
体
操
を
や
っ
て
脳
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
腕
や
足
な
ど

を
鍛
え
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

足
の
時
も
腕
の
時
も
左
右
に
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
扱
、
あ
わ
せ
て
１
茜

の
重
り
を
つ
け
て
の
体
操
は
、
初

心
者
に
は
慣
れ
る
ま
で
大
変
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」

こ
れ
か
ら
の
展
望

　
市
村
さ
ん
は
さ
ら
に
言
い
ま
す
。

「
現
在
は
初
級
か
ら
中
級
向
け
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
秋
か
ら
は
上
級
向
け
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
う
予
定
で
す
。

去
年
の
１
月
に
発
足
し
て
か
ら
現

在
の
会
員
数
は
　
人
、
常
時
　
人

７５

４０

か
ら
　
人
が
参
加
し
、
今
年
の
２

４５

月
末
ま
で
に
　
回
開
催
し
、
延
べ

５３

１
９
６
２
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
　
年
度
か
ら
は
町
か
ら

２１

の
補
助
が
終
了
す
る
の
で
、
こ
の

会
を
存
続
さ
せ
る
か
、
廃
止
す
る

か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

と
こ
ろ
、
会
費
は
徴
収
せ
ず
、
こ

の
会
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
希
望

者
が
一
番
多
く
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
指
導
員
の
か
た
が
た

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

　
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
達
成

感
と
参
加
者
の
健
康
を
守
っ
て
い

こ
う
と
い
う
使
命
感
が
喜
色
満
面

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
】

　
指
導
員
の
か
た
な
ど
は
、
指
の

運
動
や
、
あ
と
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
、

歌
に
あ
わ
せ
て
の
体
操
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
も
そ

れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
心
身
共

に
健
康
な
体
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
が
郷
土
を

愛
し
、
隣
人
愛
を
育
み
、
無
病
息

災
で
長
寿
を
目
的
と
し
て
い
る
こ

と
に
共
感
す
る
と
と
も
に
感
銘
を

覚
え
、「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う

大
切
な
言
葉
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

煙特集　自分の健康は自分で守る

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　
こ
の
会
の
最
高
齢
者
は
坂
村
芳

明
さ
ん
で
す
。
感
想
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。「
多
勢
の
人
達
と
一
緒

に
体
操
が
出
来
る
こ
と
や
、
会
話

だ
け
で
も
ほ
ん
と
う
に
嬉
し
い
で

す
ね
」
坂
村
さ
ん
は
俳
句
も
 嗜
 ん

た
し
な

で
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
句
詠
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
動
を
続
け
て
今
日
も
春
日
岸

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

体
操
を
楽
し
む
　
歳
の
坂
村

９４

さ
ん

㊤会を立ち上げたかたがた
　左から、塩ノ谷さん、市村
さん、奥澤さん。

㊧休憩時間は会話が弾み、参
加者の楽しみの一つとなっ
ています。

　
　
こ
の
体
操
の
目
的

１
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
の
に
必

要
な
健
康
を
保
つ
こ
と

２
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
の
に
大

切
な
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と

３
、
地
域
に
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い

う
意
欲
を
も
た
ら
す
こ
と



（１４）

元気な人が元気なまちをつくる

　受診対象者（男性３０歳以上・女性２０歳以上）となるかたには、対象となる受診票全てを４月

下旬に郵送しますので、必ず受けましょう。

５月から健康診断が始まります

　
　
～
　
歳
の
か
た
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

４０

74

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
発
見
す
る
『
特
定

健
診
』
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
は
、
各
保
険
者
に
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
で
受
け
ら
れ

る
か
た
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
治

療
中
の
か
た
も
含
む
）
の
か
た
の
み
で
す
。

社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

事
業
主
の
指
示
に
従
っ
て
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
特
定
健
診
以
外
の
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

各
種
が
ん
検
診
・
生
活
機
能
評
価
・
骨
密

度
検
診
・
歯
周
疾
患
検
診
は
、
今
ま
で
ど

お
り
該
当
年
齢
の
す
べ
て
の
町
民
の
皆
様

が
町
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
健
診
日
程
は
、
３
月
中
に
配
布
し
ま
し

た
『
平
成
　
年
度
各
種
検
診
日
程
表
』
を

２１

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
希
望
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
会
社
や
病
院
等
で
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
る
か
た
は
、
そ
ち
ら
で
受
け
て
い

た
だ
い
て
結
構
で
す
。
検
診
で
は
無
自
覚

の
早
期
が
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
病
気
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
勢
の
か
た

が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
健
康

を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
て
安
心
を
手
に
入
れ
ま

し
ょ
う

　
～
　
歳
の
か
た
特
定
健
診
を

４０

７４

各
種
検
診
等
は
今
ま
で
ど
お
り

□
土
・
日
曜
日
を
増
や
し
、
会
場
も
広
い

と
こ
ろ
に

　
　
今
年
度
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
の
検

診
日
を
増
や
し
、
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
会
場
も
役
場
や
学
校
等
の
広

い
会
場
で
行
い
ま
す

□
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
６
月
に

実
施

　
　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
今
ま

で
特
定
健
診
や
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
合

わ
せ
て
、
一
部
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
よ
り
医
師
確
保
が
困
難
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
別
の
日
程
で
６
月
に

実
施
し
ま
す

□
　
歳
以
上
の
か
た
で
も
希
望
す
る
か
た

79は
今
ま
で
ど
お
り
受
け
ら
れ
ま
す

　
　
が
ん
検
診
は
、
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、　

歳
ま
で
の
か
た
に
受
診
票
を

79

お
送
り
し
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
か
た

は
今
ま
で
ど
お
り
受
け
ら
れ
ま
す
。
事

前
に
健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
申
込
み
い

た
だ
く
か
、
会
場
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

□
健
康
づ
く
り
課
で
肺
が
ん
喀
た
ん
容
器

等
の
配
布
を
し
て
い
ま
す

　
　
肺
が
ん
検
診
の
喀
た
ん
容
器
の
配
布

（
無
料
）
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診
の
採
便

容
器
の
販
売
（
5
0
0
円
）
を
し
て
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
課
（
平
日
の
午
前
８

時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
、
た
だ
し
月
曜
日

３０

１５

の
み
午
後
７
時
　
分
ま
で
）
で
お
早
め
に
お

１５

求
め
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
検
体
は
、

検
診
受
診
日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

会
場
や
日
程
等
を
変
更
し
ま
す



（１５）広報めいわ　平成２１年４月１０日

メ
タ
ボ
対
策

は
、
内
臓
脂
肪

を
減
ら
す
こ

と
外
　　

体
重
１
茜
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
約
７

０
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

に
相
当
し
ま
す
。

た
だ
し
、
食
事
だ

け
の
減
量
で
は
、

脂
肪
だ
け
で
な
く
筋
力
も
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
運
動
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

筋
力
を
保
ち
な
が
ら
脂
肪
を
減
ら
し
、
健

康
的
に
体
重
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
さ
ら
に
、
喫
煙
や
睡
眠
不
足
、
ス
ト
レ

ス
の
蓄
積
な
ど
は
、
内
臓
脂
肪
を
溜
め
込

み
や
す
い
状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今

日
か
ら
、
内
臓
脂
肪
と
さ
よ
な
ら
す
る
た

め
の
生
活
習
慣
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

《
禁
　
煙
》

　
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、
ニ
コ
チ
ン
の
作
用

に
よ
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
起
き
、

高
血
糖
や
血
管
の
収
縮
が
起
こ
っ
て
血
圧

が
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
が
起
こ
る
こ
と
で
、
血
中

の
中
性
脂
肪
が
増
加
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
減
少
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪

玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
加
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
や
す
く

な
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ

す
要
因
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
タ
バ
コ

の
成
分
が
直
接
内
臓
脂
肪
を
蓄
積
さ
せ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
無
理
な
く
禁
煙
「
ニ
コ
チ
ン
代
替
療
法
」

　
ニ
コ
チ
ン
の
依
存
が
強
く
、
な
か
な
か

禁
煙
で
き
な
い
場
合
は
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

や
パ
ッ
チ
な
ど
の
喫
煙
以
外
の
方
法
で
ニ

コ
チ
ン
を
体
内
に
補
給
し
、
少
し
ず
つ
量

を
減
ら
し
て
ニ
コ
チ
ン
の
な
い
状
況
に
な

ら
し
て
い
く
方
法
が
効
果
的
で
す
。

そ
れ
で
も
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
啻

◆
た
ば
こ
が
吸
い
た
い
と
き
の
対
処
法

・
目
覚
め
に
あ
つ
い
お
茶
か
冷
た
い
水
を

飲
む

・
食
後
す
ぐ
に
歯
み
が
き
を
す
る
。

《
睡
眠
不
足
と
ス
ト
レ
ス
の
解
消
》

　
睡
眠
不
足
は
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
、
血
圧
や
心
拍
、
血
糖
を
上
が
り

や
す
く
し
ま
す
。
ま
た
、
食
欲
を
促
進
す

る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
増
え
、
食
欲
を
抑

え
る
ホ
ル
モ
ン
が
減
っ
て
し
ま
い
、
食
欲

が
旺
盛
に
な
る
た
め
、
睡
眠
不
足
は
肥
満

を
招
き
や
す
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
、
交
感
神
経
が

刺
激
さ
れ
、
食
欲
中
枢
を
刺
激
す
る
ホ
ル

モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
、
暴
飲
暴
食

を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
質
の
良
い
睡

眠
を
と
り
、
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
を
身
に
つ
け
、
心
と
体
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
、
内
臓
脂
肪
を
た

め
な
い
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

◆
こ
こ
ろ
と
体
を
癒
す
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
ろ
う

・
1
日
　
分
、
自
分
の
時
間
を
つ
く
ろ
う

30

・
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
も
と
う

・
質
の
良
い
睡
眠
を
と
ろ
う

・
笑
い
を
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う

・
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う

・
カ
フ
ェ
イ
ン
を
避
け
よ
う

・
好
き
な
香
り
を
楽
し
も
う

メタボリック
シンドローム解消
　　アドバイス外

　

　国民健康保険・長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

の被保険者のかたで集団健診でなく人間ドックをご

希望のかたは、人間ドック検診費を助成します。希

望されるかたは、希望者本人が直接医療機関に申し

込み、受診後に保険証・健診受診票・領収書・印鑑・

振込先をご持参のうえ役場へ申請してください。特

定保健指導の実施の関係で人間ドックは５月～９月

中にお願いいたします。特定健診項目がすべて含ま

れていることが助成の条件になりますので、申込み

時点で医療機関に必ずその旨を申し出てください。

※特定健診を受けたかたや保険税（料）が滞納となっ

ている場合、助成の対象とはなりません。

　

　長寿医療制度（後期高齢者）健診の受診方法が拡大

されました。長寿医療制度加入者（７５歳以上のかた）

健診は、今までの町の集団健診か、医師会による新た

な個別健診が、選択により受診可能になりました。

（生活機能評価も併せて受診します）

【集団健診のメリット】

　がん検診・結核レントゲンも同時に受診可能です。

【個別検診のメリット】

　かかりつけ医での受診が可能となります。ただし、

がん検診・結核レントゲンは、集団で受けることにな

ります。

※詳しくは、健康づくり課（内線１２２）へ。

人間ドック検査費を
　　　　　     助成します

集団健診・個別健診の　　
　　　どちらかを選べます

長寿医療制度加入者（７５歳以上）のかたは

国民健康保険・長寿医療制度の被保険者のかた



（１６）

　
４
月
１
日
よ
り
定
額
給
付
金
の

申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
書
類

の
添
付
忘
れ
が
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
受
付
状
況
よ
り
、
申
請

の
際
に
は
①
②
の
両
方
の
書
類
に

つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
公
的
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
や
保
険
証
）
の
コ
ピ
ー
は
添

付
し
ま
し
た
か
？

②
振
込
先
口
座
の
通
帳
（
金
融
機

関
名
・
口
座
番
号
・
カ
ナ
口
座

名
義
記
載
部
分
）
の
コ
ピ
ー
は

添
付
し
ま
し
た
か
？

　
４
月
５
日
ま
で
に
①
と
②
の
書

類
を
添
付
の
上
、
申
請
い
た
だ
い

た
か
た
に
つ
い
て
は
４
月
　
日
頃

２７

に
振
り
込
み
を
行
う
予
定
で
す
が
、

不
備
の
か
た
に
つ
い
て
は
５
月
以

降
書
類
が
整
っ
た
後
に
振
り
込
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

□
書
類
の
添
付
を
忘
れ
た
か
た
は

直
接
役
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
添
付
を
忘
れ
た
か
た
に
つ
い
て

は
、
直
接
役
場
に
お
持
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
早
め
の
振
り
込

み
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

心
当
た
り
の
か
た
は
、
早
め
の
お

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
以
降
は
毎
月
５
日
締
め
の
　
日
２７

振
り
込
み
の
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
（
　
日
が
金
融
機
関
の
休

２７

業
日
の
時
は
次
の
営
業
日
）

　
金
融
機
関
へ
の
依
頼
を
行
っ
た

か
た
に
つ
い
て
は
給
付
決
定
通
知

（
給
付
予
定
日
通
知
）
を
送
付
い
た

し
ま
す
。　

※
ご
不
明
な
点
は
、
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

４
月
１
日
か
ら
定
額
給
付
金
の
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た

書
類
の
添
付
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
業
委
員
会
　
　
　
内
線
１
５
５

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を

売
り
た
い
人
等
と
、
買
い
た
い
人

等
を
結
び
付
け
、
農
地
流
動
化
を

図
る
た
め
の
農
地
流
動
化
銀
行
を

設
置
。
高
齢
や
病
気
等
で
管
理
で

き
な
く
な
っ
た
農
地
を
、
認
定
農

業
者
・
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い

人
等
に
提
供
し
、
遊
休
農
地
・
荒

廃
農
地
を
な
く
し
農
業
の
振
興
を

図
る
も
の
で
す
。

　
農
地
を
提
供
し
た
い
か
た
や
農

地
を
探
し
て
い
る
か
た
は
、「
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
込
書
は
農
業
委
員
会
に

あ
り
ま
す
。

□
売
り
た
い
貸
し
た
い
人
　
町
農

地
流
動
化
銀
行
登
録
申
込
書

（
出
し
手
用
）
を
農
業
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け

手
を
募
集
す
る
こ
と
が
で
る

（
農
業
委
員
会
が
登
録
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
必

要
有
り
）

□
買
い
た
い
借
り
た
い
人
　
町
農

地
流
動
化
銀
行
登
録
申
込
書

（
受
け
手
用
）
を
農
業
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
し

手
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
登

録
さ
れ
て
い
る
農
地
情
報
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
農
業
委
員
会
が
登
録
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
必

要
有
り
）

□
売
買
・
貸
借
　
出
し
手
・
受
け

手
が
合
意
に
達
し
た
場
合
は
、

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
の
申

し
出
ま
た
は
、
農
地
法
に
よ
る

許
可
申
請
を
す
る

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（
経

済
課
内
）
へ
。

糸n
o
u
g
y
o
u
@
to
w
n
.m
e
iw
a
.g
u

n
m
a
.jp

農
地
流
動
化
銀
行
を
設
置
し
て
い
ま
す

農
地
を
借
り
た
い
・
貸
し
た
い
か
た
は
相
談
を

　
定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個
人
情
報
の

問
い
合
わ
せ
」に
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
町
や
県
、
総
務
省
の
職
員
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お

願
い
す
る
や
定
額
給
付
金
の
た
め

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求

め
た
り
、
皆
様
の
世
帯
構
成
な
ど

の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
定
額
給
付
金
」
を
装
っ
た
振
り

　
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い



（１７）広報めいわ　平成２１年４月１０日

　
町
で
は
、
８
月
２
日
　
に
開

（日）

催
さ
れ
る
明
和
ま
つ
り
を
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
か
た
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
あ

な
た
の
力
を
明
和
ま
つ
り
に
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
明
和
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ

■
募
集
内
容
　

・「
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
」
の

企
画
・
運
営

・
ま
つ
り
会
場
の
ご
み
清
掃

■
募
集
人
数
　
各
　
人
程
度

１０

■
申
込
期
限
   ５
月
　
日
　

１１

（月）

②
一
般
出
演
者
を
募
集

■
申
込
資
格
　
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
か
た
で
、

３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

（
代
表
者
が
　
歳
以
上
の

２０

か
た
）

■
発
表
演
目
　
１
グ
ル
ー
プ

１
演
目
で
、
時
間
は
最
大

　
分
で
す

１０
■
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

１１

（月）

※
①
、
②
と
も
明
和
ま
つ
り

事
務
局
へ
電
話
、
ま
た
は
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
明
和
ま
つ

り
事
務
局
（
企
画
課
内
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
・
一
般
出
演
者
募
集

明
和
ま
つ
り

一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
外

ス
タ
ッ
フ
・
一
般
出
演
者
募
集

明
和
ま
つ
り

一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
外

　
学
校
教
育
課
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

岩
崎
辰
行
さ
ん
が

教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た

　
４
月
１
日
付
で
、
教
育
委
員
の

岩
崎
辰
行
さ
ん
（
前
関
東
短
期
大

学
こ
ど
も
学
科
教
授
）
が
教
育
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
に
開
か
れ
た
町
議
会

３
月
定
例
会
で
新
た
に
３
人
の
教

育
委
員
が
任
命
さ
れ
、
こ
れ
を
受

け
て
、
４
月
１
日
に
臨
時
教
育
委

員
会
を
開
催
し
、
岩
﨑
さ
ん
が
教

育
長
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

◆
岩
崎
教
育
長

　
昭
和
　
年
　
月
生
ま
れ
。

２１

１２

　
館
林
市
在
住
。

　
昭
和
　
年
埼
玉
県
三
郷
市
立
北
中

４６

学
校
就
任
後
、
邑
楽
中
学
校
、
教
頭

と
し
て
明
和
西
小
学
校
を
歴
任
。
平

成
７
年
よ
り
明
和
東
小
学
校
校
長
、

　
年
よ
り
明
和
西
小
学
校
校
長
と
し

１４て
勤
務
し
、　

年
３
月
に
退
職
。
退

１９

職
後
も
関
東
短
期
大
学
こ
ど
も
学
科

教
授
と
し
て
後
進
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

※
教
育
委
員
３
人
が
新
た
に
就
任

町の行政相談委員を
ご紹介します

   行政相談委員は、行政相

談委員法に基づき、総務

大臣から委嘱された民間

の有識者です。皆さんの

身近な相談相手として、

行政サービスに関連する

苦情、行政の仕組みや手

続に関する問い合わせなどに対応しています。

町行政相談委員は、大佐貫の鯉沼哲雄さん（山

８４・２４７３）です。

　相談は無料で秘密は守ります。

※相談日など詳しくは、住民福祉課（内線

１４４）へお問い合わせください。

　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

交通事故防止にご尽力

石崎さんに感謝状

　
教
育
委
員
長

　
委
員
長

　
職
務
代
理
者

　
委
　
員

　
委
　
員

　
教
育
長

※
竹
内
弘
明

長
柄
宜
光

※
 島
田
ミ
サ
江

※
 鈴
木
　
恵

岩
崎
辰
行

　石崎薫さん（矢

島）は、平成１５

年から町の交通

指導員として、街

頭における交通

安全活動を積極

的に推進し、交通

安全教育にも熱

心に取り組み、長

年にわたって地域の交通事故防止にご尽力

された功績が認められました。

星野交通安全教育功労賞を受賞



（１８）

　
豊
か
な
自
然
環
境
・
田
園
風
景

を
活
か
し
、
安
心
し
て
誰
も
が
住

み
続
け
た
い
と
願
う
快
適
な
明
和

町
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
華
の
里
づ
く
り
支
援
事
業

◆
ス
タ
ー
ト
《
仲
間
を
集
う
》

　
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
自
主

的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
行
お

う
と
す
る
概
ね

５
人
以
上
の
団

体
の
設
立
に
対

し
て
助
成
を
行

い
ま
す
。

□
助
成
限
度
額

　
　
　
　
万
円

２０

□
応
募
資
格
者

町
内
在
住
の

か
た

※
ま
ち
づ
く
り

団
体
と
は
、
例

え
ば
、
地
区
の
環
境
を
守
る
団
体

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す

る
団
体
な
ど
で
す
。

鞄
チ
ャ
レ
ン
ジ
《
や
っ
て
み
る
》

　
活
気
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
団
体
等
が
具

体
的
に
実
践
し
よ
う
と
す
る
事
業

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
ハ
ー
ド
事
業
や
町
の
他
の

補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る

事
業
ま
た
は
対
象
と
な
る
事
業
は

除
か
れ
ま
す
。

□
助
成
限
度
額
　
１
事
業
１
０
０

万
円

□
応
募
資
格
者
　
町
内
在
住
の
か

た
、
ま
た
は
町
内
を
中
心
に
活

動
す
る
団
体
等

※
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
集
会
所
へ
花
壇
を
設
置

す
る（
環
境
改
善
活
動
）、子
ど
も

た
ち
と
老
人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
世
代
間
交
流
事
業
）、ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
印
刷
物
作
製（
産
業

振
興
事
業
）な
ど
で
す
。　

町
長
と
語
ろ
う
　
ま
ち
づ
く
り

《
話
し
合
う
》　

　
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
は
、

町
民
と
町
長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
直
接
意
見
交
換
を
行
い
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

□
開
催
期
日
　
皆
様
が
希
望
す
る

日
（
日
曜
日
は
除
く
）

□
開
催
時
間
　
皆
様
の
希
望
す
る

時
間
（
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

９
時
の
間
で
１
時
間
　
分
程
度
）

３０

□
申
込
資
格
　
町
内
在
住
の
か
た

で
概
ね
　
人
以
上
の
団
体
・
グ

１０

ル
ー
プ

□
申
込
方
法
　
開
催
希
望
日
の
　１４

日
前
ま
で
に
企
画
課
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

　
町
で
は
「
広
報
め
い
わ
」

の
編
集
や
、
行
事
等
の
撮
影
、

記
事
の
執
筆
を
し
て
い
た

だ
く
「
町
民
リ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

　
リ
ポ
ー
タ
ー
の
視
点
で

執
筆
し
た
記
事
を
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
   　
人
１０

■
募
集
期
限
   ４
月
　
日
　

３０

（木）

■
対
象
   町
内
在
住
で
　
歳
２０

以
上
の
か
た

■
委
嘱
期
間
　
１
年
間

■
内
容
   広
報
め
い
わ
の
紙

面
づ
く
り（
執
筆
、
取
材

活
動
等
）

■
申
込
方
法
   企
画
課
へ
直

接
 、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む
　

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
へ
。

町
民
リ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

☆
フ
ル
ー
ツ
の
里
明
和
の
新

種
桃
（
明
和
の
乙
女
）
の

知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に

行
っ
た
「
ピ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」

☆
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

☆
各
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
件

こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
支
援
し
ま
し
た

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
実
現
の
た
め

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
て

　
　
　
　
　
　
　
意
見
交
換

皆
さ
ん
の
や
る
気
を

　
　
　
　
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ



（１９）広報めいわ　平成２１年４月１０日

　明和西小学校の長田

 彩果 さん（中谷）が『第４５
さ や か

回全日本書初め大展覧

会席書大会』で学年別の

日本一に相当する『日本

武道館会長賞』を受賞し

ました。

　受賞した席書の部に

は、全国から５８１２点の

出品があり、その中から

予選を通過した２７６６人

が日本武道館で開催さ

れた席書きに出席しま

した。当日は２０分の制

限時間内に配布された

規定用紙に清書し審査が行われました。

　長田さんは、友人が書道で１位になったことをきっかけに興

味をもち、小学２年生から書道を習い始めました。これまでに

も『毎日全国学生書写書道展』で学年３位に相当する賞を受賞

するなど、全国規模の大会で上位入賞を果たしています。今回

の展覧会では、冬休みは毎日７時間もの猛練習をしてきました。

受賞した感想を「びっくりしたけど、嬉しかった」と話し、「夏

に行われる展覧会には文部科学大臣賞をとりたい」と次の目標

に向かって意気込んでいました。

　

長田さんが書初めで

日本一に

『高齢者いきいきめいわ２１』
を策定しました

　町では、平成１８年３月に策定した「明和町高齢者保健福祉計

画」を見直し、新たに高齢者福祉計画『高齢者生きいきめいわ

２１（平成２１年度～２３年度）』の策定をしました。

　計画策定にあたっては、各種団体の代表者や公募委員により

組織された「明和町高齢者福祉計画策定懇談会」を中心に検討

を重ねてきました。

　この計画は、高齢者を支える保健福祉サービスや介護保険

サービス、高齢者の生きがいづくりや健康づくりなどを地域で

計画的に推進するための計画です。

　高齢者一人ひとりが心豊かに安心して暮らすことができる社

会の構築を目指して計画推進に取り組んでいきます。

※計画の内容は、住民福祉課、健康づくり課、町のホームページ

で閲覧できます。

（URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp）

～元気で明るい快適なまちづくり～

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
定

額
給
付
金
と
は
別
に
、
生
活
対
策

の
一
環
と
し
て
多
子
世
帯
の
幼
児

教
育
期
の
負
担
に
配
慮
し
、
対
象

と
な
る
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
１

人
あ
た
り
３
万
６
０
０
０
円
を
今

回
限
り
の
措
置
と
し
て
支
給
す
る

も
の
で
す
。
対
象
要
件
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

□
対
象
要
件

①
世
帯
に
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
の

１７

間
に
生
ま
れ
た
子
が
二
人
以
上

い
る
こ
と

②
第
２
子
以
降
の
子
が
平
成
　
年
１４

４
月
２
日
か
ら
平
成
　
年
４
月

１７

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子

で
あ
る
こ
と

③
２
月
１
日
現
在
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
は
、
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
短
期

在
留
期
間
を
除
く
）

□
申
請
期
限
　
　
月
１
日
　
（
４

１０

（木）

月
１
日
の
受
付
開
始
か
ら
６
か

月
と
な
り
ま
す
）

□
申
請
方
法
　
住
民
福
祉
課
へ
直

接
、
申
し
込
む
　

※
申
請
し
ま
せ
ん
と
「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
」
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
内
線
１
４
４

今
回
限
り
の
措
置「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」

第
２
子
以
降
の
子
ど
も
一
人
あ
た
り

３
万
６
千
円
を
支
給



（２０）

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
内
線
１
２
５

　
町
で
は
、
生
後
３
か
月
以
上
の

犬
を
対
象
に
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
し
ま
す
。

【
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
】

□
登
録
　
犬
の
生
涯
に
１
回
（
平

成
　
年
４
月
１
日
以
降
）

２１

□
狂
犬
病
予
防
注
射
　
毎
年
１
回

□
日
程
　
下
表
の
と
お
り

□
料
金

・
登
録
し
た
こ
と
の
あ
る
犬
１
頭

に
つ
き
３
３
０
０
円
（
注
射
の
み
） 

・
登
録
し
た
こ
と
の
な
い
犬
１
頭

に
つ
き
６
３
０
０
円
（
注
射
・
登
録
）

※
館
林
邑
楽
獣
医
師
会
の
獣
医
さ

ん
で
も
、
登
録
と
注
射
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
注
射
料
金
な
ど

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
病
気
中
、

妊
娠
中
ま
た
は
産
後
２
週
間
以
内

の
犬
は
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
獣
医
さ
ん

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
環
境
課
へ
。

【
犬
・
猫
の
手
術
補
助
金
】

　
町
で
は
、
犬
・
猫
の
避
妊
・
断

種
手
術
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。「
小
さ
な
身

体
に
メ
ス
を
入
れ
る
な
ん
て
か
わ

い
そ
う
」
と
思
う
か
た
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
飼
え
な
い
命

を
増
や
す
ほ
う
が
も
っ
と
不
幸
な

こ
と
な
の
で
す
。

□
補
助
対
象
者
　
町
内
在
住
の
販

売
を
目
的
と
し
て
い
な
い
犬
・

猫
（
犬
の
場
合
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
基
づ
く
登
録
を
し
、
予

防
注
射
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

□
補
助
金
額

・
避
妊
手
術

　
犬
１
頭
に
つ
き
１
万
円

　
猫
１
頭
に
つ
き
８
０
０
０
円

・
断
種
手
術

　
犬
１
頭
に
つ
き
５
０
０
０
円

　
猫
１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
手
術
の
前
に
印
鑑
を
持

参
し
、
環
境
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
課
へ
。

実　施　場　所　・　時　間期　日

田島出荷所
１０：５０～１１：３０

東部児童館
９：５５～１０：３５

斗合田集落センター
９：００～９：４０５月

１４日(木) 中谷教学院
１４：４０～１５：２０

梅原集落センター
１３：５０～１４：３０

江口集落センター
１３：００～１３：４０

大輪公民館
１０：５０～１１：３０

館林市農協佐貫支所
９：５５～１０：３５

大佐貫農構改善センター
９：００～９：４０

１５日(金)
役場駐車場西側
１４：４０～１５：２０

南大島農構改善センター
１３：５５～１４：３０

矢島公民館
１３：００～１３：４０

役場駐車場西側
９：００～１１：３０

１６日(土)

役場駐車場西側
９：００～１１：３０

２４日(日)

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

■狂犬病予防注射日程表

生
後
３
か
月
以
上
の
犬
が
対
象

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

退
職
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
か
た

特
例
免
除
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
特
例
免
除
と
は
、
通
常
な
ら
免

除
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
対
象
に

な
る
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
行

う
制
度
で
す
。

　
本
来
な
ら
臼
申
請
者
の
所
得
、

渦
配
偶
者
の（
結
婚
相
手
）の
所
得
、

嘘
世
帯
主（
親
）の
所
得
の
３
点
が

審
査
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
が
、
渦

嘘
の
２
点
の
み
が
審
査
対
象
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
申
請
す
る

年
度
、
ま
た
は
前
年
度
の
お
い
て

退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場
合

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
特
例
免
除
は
、
配
偶
者
・
世
帯

主
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
、
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
配
偶
者
・
世

帯
主
が
退
職（
失
業
）し
た
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】

　
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

健
康
づ
く
り
課
、
ま
た
は
太
田
社

会
保
険
事
務
所
（
山
　
・
３
７
１

４９

２
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）

・
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
）

・
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
な
ど
）

ちゃん

２歳７か月　矢島

Ｈ１８年９月１９日生まれ

元気でおしゃべりな

祐女ちゃん。優しい

子に育ってね竃　

　　　　　（家族より）

須永 祐女 
ゆ　め

くん

３歳８か月　江口

Ｈ１７年８月１８日生まれ

高谷 琉雅 
り ゅ う が

琉くんいっぱいご飯

を食べて元気に遊ぼ

うね竃　

　　　　　（家族より）

Pick Up Meiwa　　



（２１）広報めいわ　平成２１年４月１０日

　
４
月
か
ら
健
康
づ
く
り
計
画

「
健
康
め
い
わ
　
」
後
期
計
画
が
ス

２１

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
に
作
成
し
ま
し
た

１４

健
康
づ
く
り
計
画
を
見
直
し
、　２１

年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
後
期
計

２４

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
、
生
活
習
慣
の
改
善
・
生
活
習

慣
病
の
予
防
・
世
代
ご
と
の
健
康

づ
く
り
の
３
本
柱
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
食
事
の
改
善
や
運
動
の

推
進
等
一
次
予
防
に
重
点
を
お
い

た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
は
自
ら
の
努
力
で
勝
ち
取

る
も
の
で
す
。
食
事
は
バ
ラ
ン
ス

良
く
腹
八
分
目
に
と
る
、
毎
日
　３０

分
以
上
の
運
動
を
行
う
等
の
ご
自

分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.to
w
n.m
eiw
a.gun

m
a
.jp

）
で
公
開
す
る
と
と
も
に

「
広
報
め
い
わ
」
で
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

　館林厚生病院では、４月より小児科の入院患者の受入

れができません。

○外来診療については、午前中（９時から１１時まで）の

診察は今までどおり、午後は予約制となっております。

○救急患者の受付は午前中の診療時間内となりますが、

入院が不可能なため、他院へ転送することになります

（過日、構成団体の首長等で組織する医師確保対策本部

は、両毛地域の４病院を訪問し、原則として入院が必

要な患者さんは４病院で受け入れることになりまし

た）。

○ただし、子どもさんのケガなど、外傷（外科系）の場

合については当院でいつでも受入れができます。

○保護者のかたは、普段から必ずかかりつけ医を持って

ください。そして、子どもさんの具合が悪いときには、

かかりつけ医を受診しましょう。

○心配なときは、受診前にまず、次の電話相談を

ご利用ください。

○夜間の小児診療は、平日の午後７時から１０時までは夜

間急病診療所にて行います。

○休日（祝祭日を含む）は、午前９時から午後５時まで

地域の当番医にて行いますので、できる限り診療時間

内に受診をしてください。

○それ以外の時間帯は、館林邑楽地区において小児診療

が困難となりますので、電話相談をご利用ください。

電話相談をした結果、入院が必要と思われる急変と判

断された場合は、両毛地域の病院へ行っていただくこ

とになります。その際、病院へは必ず連絡を入れて指

示を受けてから自車又は救急車で受診してください。

　

※詳しくは、館林厚生病院（山７２・３１４０）へお問い合わ

せください。

館林厚生病院からのお知らせ

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
内
線
１
２
２

食
事
の
改
善
や
運
動
の
推
進
等
一
次
予
防
を
重
点
に

健
康
づ
く
り
計
画『
健
康
め
い
わ
　
』を
作
成

２１

「群馬こども救急相談」

煙電話番号　♯８０００番

煙相談受付時間　

　月～土曜日　午後７時～午前０時

　日曜、祝日等　午前９時～午前０時

４月より小児科の入院患者の

受け入れはできません

　
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
身
体

障
害
者
手
帳
の
３
級
に
該
当
す

る
　
歳
未
満
の
か
た
と
療
育
手

１８
帳
の
判
定
が
Ｂ
１
（
Ｂ
中
）
の
か

た
の
医
療
費
（
保
険
診
療
の
自
己

負
担
分
）
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
医
療
費
の
受
給
を
受
け
て

い
な
い
か
た
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
か
た
は
受
給
の
申
請

を
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

福
祉
医
療
受
給
者
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
内
線
１
２
５

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/

Pick Up Meiwa　　



（２２）

Pick Up Meiwa　　

　
　
年
度
の
区
長
・
副
区
長
・
環

２１
境
保
健
委
員
・
副
環
境
保
健
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
退
任
さ
れ

た
か
た
に
は
、
永
い
間
町
行
政
の

た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
区
　
長
】

斗
合
田
　
荒
川
　
　
保
（
再
）

下
江
黒
　
佐
藤
　
祐
司
（
新
）

上
江
黒
　
齋
藤
　
一
雄
（
新
）

千
津
井
　
横
塚
　
房
雄
（
新
）

江
　
口
　
飯
塚
　
正
弘
（
新
）

田
　
島
　
奈
良
　
勝
美
（
再
）

南
大
島
　
蓮
見
　
行
男
（
再
）

新
　
里
　
岩
瀬
　
伴
男
（
再
）

中
　
谷
　
坂
上
　
　
正
（
再
）

梅
　
原
　
神
谷
　
敏
吉
（
再
）

川
　
俣
　
藤
野
　
日
勝
（
再
）

須
　
賀
　
川
島
嘉
一
郎
（
新
）

大
　
輪
　
松
本
　
光
雄
（
再
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
　
清
（
新
）

矢
　
島
　
石
﨑
　
孝
二
（
再
）

大
佐
貫
　
折
原
　
一
雄
（
新
）

【
副
区
長
】

斗
合
田
　
砂
賀
　
和
夫
（
再
）

下
江
黒
　
中
村
　
昭
一
（
新
）

上
江
黒
　
多
田
　
竹
雄
（
新
）

千
津
井
　
深
野
　
良
作
（
新
）

江
　
口
　
須
永
　
賢
一
（
新
）

田
　
島
　
奈
良
　
松
男
（
再
）

南
大
島
　
小
野
　
知
宥
（
新
）

南
大
島
　
小
松
原
豊
久
（
新
）

新
　
里
　
北
堀
　
朝
俊
（
再
）

新
　
里
　
鈴
木
　
貞
雄
（
再
）

中
　
谷
　
財
津
　
干
城
（
再
）

中
　
谷
　
島
田
　
吉
雄
（
新
）

梅
　
原
　
加
藤
　
繁
藏
（
再
）

川
　
俣
　
塩
谷
　
正
久
（
再
）

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
年
度
の
区
長
・
環
境
保
健
委
員
さ
ん
等
を
ご
紹
介
し
ま
す

２１

会　　場地区開催日

 新里公民館新　里４月１５日（水）

 入ケ谷農構改善センター入ケ谷４月２２日（水）

 須賀公民館須　賀４月２４日（金）

 田島公民館田　島４月２８日（火）

 南大島農構改善センター 南大島５月１日（金）

 大輪公民館大　輪５月７日（木）

 大佐貫農構改善センター大佐貫５月８日（金）

 中谷住民センター中　谷５月１１日（月）

 梅原集落センター梅　原５月１３日（水）

 矢島公民館 矢　島５月１５日（金）

 上江黒住民センター 上江黒５月２０日（水）

 千津井集落センター千津井５月２２日（金）

 江口集落センター　江　口５月２７日（水）

 川俣公民館川　俣５月２９日（金）

 斗合田集落センター
斗合田

６月８日（月）
下江黒

　
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
各
地
区
に
町
長

等
が
出
向
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
等
を
行
う
町
政
地
区

別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
町
政
の
現
況
や
平
成
　
年
２１

度
事
業
概
要
を
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ひ
ざ
を
交
え
た
対

話
を
通
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
生
の
声
を
町
政

に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
開
催

す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。　

※
時
間
は
、
午
後
７

時
か
ら
午
後
８
時
　３０

分
ま
で
で
す
。

町
政
地
区
別
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

町長より嘱託書を受ける区長

昨年行われた町政地区別懇談会



（２３）広報めいわ　平成２１年４月１０日

Pick Up Meiwa　　

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
４
月
１
日
付
で
、
小
・
中
学
校
教

職
員
、
町
職
員
、
消
防
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
教
職
員

■
転
出
　
　
　
（
　
）
内
は
転
出
先

▽
東
小
教
諭
　
大
谷
憲
康
（
前
橋
大
胡

小
）
　
▽
西
小
教
諭
　
野
木
村
　
崇
（
明

和
町
教
育
委
員
会
）
　
▽
同
　
吉
野
玲
子

（
邑
楽
中
野
東
小
）
　
▽
明
和
中
教
諭
　

石
島
秀
一
（
明
和
町
教
育
委
員
会
）
▽
同

高
橋
光
伸
（
藤
岡
北
中
）

■
転
入
　
　
　
　
（
　
）
内
は
転
入
先

▽
東
小
校
長
　
川
田
恵
美
子
（
邑
楽
中
野

小
）
　
▽
明
和
中
校
長
　
山
田
孝
充
（
板

倉
中
）
　
▽
明
和
中
教
諭
　
後
閑
　
大

（
笠
懸
中
）
　
▽
同
　
大
河
原
一
樹
（
毛
里

田
小
）

■
転
補
〔
管
内
異
動
（
　
）
内
は
前
任
校
〕

▽
東
小
教
諭
　
設
楽
　
隆
（
西
小
）
▽
東

小
養
護
教
諭
　
小
島
貴
子
（
西
小
）
　
▽

西
小
校
長
野
村
正
人
（
東
小
）
　
▽
西
小

教
諭
　
関
口
　
彰
（
東
小
）
　
▽
同
　
青

山
早
苗
（
東
小
）
　
▽
同
　
平
　
千
鶴
（
東

小
）
▽
西
小
養
護
教
諭
　
小
島
伸
江
（
東

小
）

■
新
採
用

▽
西
小
栄
養
教
諭
　
長
井
祐
子
　
▽
明

和
中
教
諭
　
後
藤
絋
則

■
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

▽
西
小
校
長
　
鑓
田
範
雄
　
▽
西
小
教

諭
　
上
原
千
鶴
子
　
▽
明
和
中
校
長
　

西
尾
廣
和

◎
町
職
員

【
町
長
部
局
】
 
   　
（
　
）
内
は
前
職

■
課
長
級
 　
▽
住
民
福
祉
課
長
　
原
口

　
享
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）
＝
昇

任
　
▽
経
済
課
長
　
立
岡
清
孝
（
農
業
委

員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）
＝
昇
任

■
課
長
補
佐
級
　
▽
建
設
水
道
課
課
長

補
佐
兼
上
水
道
係
長
　
奈
良
眞
司
（
建
設

水
道
課
上
水
道
係
長
）
＝
昇
任
          

■
係
長
級
　
▽
税
務
課
固
定
資
産
税
係

長
　
牛
久
保
正
和
（
税
務
課
主
査
）
＝
昇

任
　
▽
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
　
宮
田

高
志
（
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長
代
理
）

＝
昇
任

■
一
般
職
級
　
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

係
長
代
理
　
関
口
峰
之
（
教
育
委
員
会
事

務
局
主
査
）
＝
昇
任
　
▽
税
務
課
主
任
　

須
藤
正
恵
（
総
務
課
主
任
）　
▽
同
主
事

新
井
絢
子
（
総
務
課
主
事
）　
▽
住
民
福

祉
課
主
査
　
高
瀬
磨
（
都
市
計
画
課
主

査
）
▽
健
康
づ
く
り
課
主
査
　
野
村
恵
子

（
住
民
福
祉
課
主
任
）
▽
経
済
課
主
任
　

荒
井
信
行
（
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組

合
主
任
）
▽
建
設
水
道
課
主
事
　
砂
賀
雅

彦
（
税
務
課
主
事
）

【
一
部
事
務
組
合
派
遣
】

                           （
　
）
内
は
前
職

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣
　

橋
本
康
弘
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
査
）

【
教
育
委
員
会
部
局
】（
　
）
内
は
前
職

■
課
長
級
 　
▽
学
校
教
育
課
長
　
始
澤

稔
（
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
）
＝
昇
任

■
係
長
級

▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
　
奈
良

英
雄
（
学
校
教
育
課
学
校
指
導
係
長
）
▽

学
校
教
育
課
学
校
指
導
係
長
　
野
木
村

崇
（
群
馬
県
教
育
委
員
会
）
＝
新
採
用
　

▽
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
　
小
野

田
美
恵
子
（
中
央
公
民
館
係
長
）　
▽
生

涯
学
習
課
中
央
公
民
館
館
長
　
石
島
秀

一
（
群
馬
県
教
育
委
員
会
）
＝
新
採
用

■
一
般
職
級
　
▽
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
大
室
直
樹
（
建
設
水

道
課
主
査
）　
▽
学
校
教
育
課
主
査
　
橋

本
典
子
（
健
康
づ
く
り
課
主
査
）

【
新
採
用
】

▽
税
務
課
主
事
補
　
北
島
直
哉
　
▽
都

市
計
画
課
主
事
補
　
関
口
隼
人
　
▽
教

育
委
員
会
明
和
こ
ど
も
園
教
諭
　
谷
鹿

里
菜
　
▽
同
明
和
こ
ど
も
園
保
育
士
　

田
中
瑞
恵
　

【
退
職
】（
３
月
　
日
付
）

３１

▽
立
川
博
康
（
経
済
課
長
）　
▽
須
永
賢

一
（
住
民
福
祉
課
長
）　
▽
藤
江
利
久
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
）　
▽
篠
原
た

か
子
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
給
食
調

理
人
）　
▽
立
岡
い
ち
子
（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
主
査
）　
▽
森
　
佳
洋
子

（
総
務
課
主
査
）

◎
消
防
職
員

■
転
出
　
　
　（
　
）
内
は
転
出
先

消
防
第
１
係

▽
新
井
芳
雄
（
板
倉
）　
▽
中
田
　
清
（
板

倉
）　
▽

森
　
徹
（
北
）　
▽

増

田
　
攻

（
板
倉
）　
▽
谷
津
延
由
（
西
）　
▽
奈
良

正
浩
（
館
林
）　
▽
大
川
弘
毅
（
館
林
）　

消
防
第
２
係

▽
荒
井
　
俊
（
北
）　
▽
石
川
明
弘
（
本

部
）

■
転
入
　
　
　（
　
）
内
は
前
任
署

消
防
第
１
係

▽
増
田
　
稔
（
邑
楽
）　
▽
斎
藤
正
登

（
西
）　
▽
篠
崎
浩
之
（
板
倉
）　
▽
上
田

欣
吾
（
北
）　

消
防
第
２
係

▽
芹
沢
嘉
一
（
板
倉
）　
▽
阿
部
弘
美
（
板

倉
）　
▽
熊
倉
臣
一
（
北
）

■
新
採
用

消
防
第
１
係

▽
奈
良
岳
央
　

消
防
第
２
係

▽
石
﨑
佑
紀

４
月
１
日
付
け
で

教
職
員
・
町
職
員
・
消
防
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

須
　
賀
　
田
口
　
岩
夫
（
新
）

大
　
輪
　
吉
田
　
友
也
（
再
）

入
ケ
谷
　
岩
﨑
彌
太
郎
（
新
）

矢
　
島
　
石
﨑
　
秀
文
（
再
）

大
佐
貫
　
薗
田
　
悦
彦
（
新
）

【
環
境
保
健
委
員
】

斗
合
田
　
田
村
登
貴
男
（
再
）

下
江
黒
　
青
山
　
尚
夫
（
新
）

上
江
黒
　
石
川
　
惠
之
（
新
）

千
津
井
　
深
野
　
一
夫
（
新
）

江
　
口
　
川
上
　
惠
司
（
再
）

田
　
島
　
北
島
　
　
勇
（
新
）

南
大
島
　
森
尻
　
　
弘
（
新
）

新
　
里
　
細
田
　
寛
治
（
再
）

中
　
谷
　
小
川
　
克
美
（
再
）

梅
　
原
　
関
口
喜
市
郎
（
新
）

川
　
俣
　
藤
野
　
泰
博
（
再
）

須
　
賀
　
田
口
　
愛
彦
（
新
）

大
　
輪
　
齋
藤
　
　
勲
（
新
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
智
男
（
再
）

矢
　
島
　
石
﨑
　
和
男
（
再
）

大
佐
貫
　
折
原
　
　
晃
（
新
）

【
副
環
境
保
健
委
員
】

斗
合
田
　
岡
島
　
克
郎
（
再
）

下
江
黒
　
荻
野
　
岩
夫
（
新
）

上
江
黒
　
和
田
　
　
紘
（
新
）

千
津
井
　
薗
部
　
真
也
（
新
）

江
　
口
　
多
田
　
榮
助
（
再
）

田
　
島
　
矢
沢
　
春
中
（
新
）

南
大
島
　
白
井
　
　
髙
（
新
）

新
　
里
　
野
本
　
利
一
（
新
）

中
　
谷
　
中
野
　
　
豊
（
再
）

梅
　
原
　
関
口
　
　
明
（
新
）

川
　
俣
　
石
崎
　
清
史
（
再
）

須
　
賀
　
神
谷
　
　
陽
（
新
）

大
　
輪
　
田
口
　
行
次
（
新
）

入
ケ
谷
　
廣
瀬
　
守
孝
（
再
）

矢
　
島
　
横
塚
　
　
昇
（
再
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
建
治
（
新
）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（２４）

正しいブラッシングの仕方を説明する芝崎歯科衛生士

　家族全体で子育てを考えようと３月６・１３日の２

日間、家族ぐるみ子育て講座が保健センターで開か

れ、母親ら１５人が参加しました。この講座は、子育

ての知識を家族全体で学ぶことで、子育ての共通意

識を持ってもらおうと開かれたものです。講師を務

めた町の保健師や栄養士からは健診の大切さやおや

つの意義などについて講座があり、また、歯科衛生

士からはフッ素塗布の説明やブラッシング指導など

がありました。

子育ての共通意識を持つ
家族ぐるみ子育て講座

桃の栽培方法を説明している新井組合長（左）

お子様の誕生を祝い苗木配付
町制施行１０周年記念「明和の乙女」苗木配付

　町では２月２８日、町制施行１０周年を記念して、 

平成２０年１月１日から１２月３１日に誕生したお子様

を対象に誕生記念樹として、桃の苗木「明和の乙女」

を希望したかたに無料で配付（５３本）しました。こ

の明和の乙女は、平成１７年に田島桃組合（新井幹

一組合長）から誕生した実が大きくて大変おいしい

品種で、明和ブランドの桃です。組合長は「桃もお

子さんと一緒に、健康で大きく育ててください」と

話していました。

　卒業合唱「旅立ちの日に」を歌う卒業生

思い出を胸にそれぞれの道へ
明和中学校卒業式

　明和中学校卒業式が３月１３日、同校体育館で行わ

れ、８０人の卒業生が３年間通った学びやから巣立っ

ていきました。西尾校長から卒業生一人ひとりに

卒業証書が授与され「明日からは、それぞれが選ん

だ道を自信を持って歩んでください」と激励。卒業

生を代表して橋本健さんが「中学校で学んだ基本を

もとにどんな困難も乗り越えていきます」と力強く

答辞を述べ、卒業合唱を在校生らに贈りました。

聴いてあげることが大切
邑楽郡ボランティアのつどい

　３月５日、邑楽郡ボランティアのつどいが老人福

祉センターで行われました。郡内５町の各ボラン

ティア連絡協議会が一堂に会しお互いの交流を深

めボランティア活動をより高めることを目的に実

施。今回は、「傾聴ボランティア活動について～お

互いを知る～」と題して、町傾聴ボランティアの小

田木美知子さんの講演が行われたほか、各団体の芸

能発表なども行われ交流を深めていました。

講演する小田木美知子さん



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（２５）広報めいわ　平成２１年４月１０日

　

修了証書を受けとる園児

我が子の成長に感激
こども園修了式

　３月２３日、１０１人の園児たちが楽しい思い出いっ

ぱいのこども園を巣立っていきました。

　室井園長から「お友達みんなが集まって力を合わ

せると難しいことでもできるようになります。お友

達を大切にして、自信と勇気をもって小学校へ行っ

ても活躍してください」との言葉が贈られました。

　お父さん、お母さんたちは、我が子の成長に感激

しながら頼もしそうに見つめていました。

自慢料理の説明を受ける来賓のかたがた

　３月２５日、中央公民館で町食生活改善推進員協

議会が恩田町長や猪股議長、藤江教育長職務代理者

らを招き、自慢料理試食会を行いました。

　推進員は、６グループに分かれ改装されたばかり

の同館調理室で午前中から調理。前菜からデザー

トまで８品のヘルシー自慢料理を来賓に試食して

もらいました。（レシピは２８頁で紹介しています）

ヘルシー自慢料理を披露
食生活改善推進員協議会自慢料理試食会

分別などによりごみを削減
ごみ袋引換券とトイレットペーパー交換

ごみ引換券を交換に訪れたかた

　３月２１日から２４日まで、２０年度の余ったごみ袋

引換券をトイレットペーパーに交換を役場で行いま

した。チケット制によるごみ袋無料化に伴い、ごみ

の分別をさらに推進してもらおうと、ごみの排出量

を減らしたかたには余ったチケットをリサイクル製

品と交換するものです。引換に訪れたかたは「意識

をするこでごみは減り、トイレットペーパーと交換

もできて得した気分です」と話していました。

ボランティアの素晴らしさを体験
ボランティア清掃活動

ふるさとの広場の清掃をする参加者

　３月２９日、ふるさとの広場周辺でボランティア清

掃活動が行われ、１９人のかたがたが参加しました。

　気軽にボランティア活動に参加してもらいボラン

ティアの素晴らしさを知ってもらおうと実施された

もので、参加者は、強い風が吹くなか、各自用意し

たほうきなどを使い、約６０分間の清掃を行いました。

参加者は「思っていたより大変でしたが、きれいに

なって良かった」と満足そうに話していました。



（２６）●教育委員会・中央公民館 山84・4491●海洋センター 山84・5511●社会体育館 山84・4626

　
教
育
委
員
会
情
報

B
o
a
rd
o
f
E
d
u
ca
tio
n
In
fo
rm
a
tio
n

【
 社
 会
 体
 育
 館
 】

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
募

集
し
ま
す

　
町
内
に
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
を
対
象
に
７
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
あ
り
小
学
校
の
校

庭
・
同
体
育
館
、
中
学
校
武
道
場

や
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
定
期
的

に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
随
時
団

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
子
ど
も
・
父
兄
の
皆

さ
ん
、
見
学
や
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
代
表
者
ま
た
は
社
会
体
育
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
〕

明
和
Ｆ
Ｃ

□
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
落
合
康
秀
（
山
　
・
８４

５
５
２
１
）

リ
ト
ル
明
和

□
種
目
　
野
球

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
篠
木
孝
夫
（
山
　
・
８４

５
８
８
９
）

明
和
少
Ｖ
Ｃ

□
種
目
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
庄
條
英
樹
（
山
　
・
８４

４
５
２
４
）

明
和
剣
友
会

□
種
目
　
剣
道

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
丸
山
六
男
（
山
　
・
７４

７
４
１
８
）

明
和
西
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ

□
種
目
　
野
球

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
鈴
木
　
隆
（
山
　
・
８４

５
７
３
７
）

明
和
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

□
種
目
　
レ
ス
リ
ン
グ

□
対
象
　
３
歳
以
上
の
幼
児
、
小

学
生
・
中
学
生

□
代
表
者
　
篠
木
弘
樹
（
山
　
・
８４

５
６
７
２
）

明
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

□
種
目
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
松
本
一
美
（
山
　
・
８４

２
９
６
０
）

明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

□
種
目
　
野
球

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生

□
代
表
者
　
藤
家
　
誠
（
山
　
・
８４

５
６
１
０
）

明
和
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

□
種
目
　
ス
イ
ミ
ン
グ

□
対
象
　
小
学
校
１
～
６
年
生
・

中
学
生
（
基
本
４
泳
法
が
泳
げ

る
子
）

□
代
表
者
　
小
宅
　
誠
（
山
　
・
８４

５
６
０
７
）

【
 中
 央
 公
 民
 館
 】

女
性
参
画
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た

　
３
月
　
日
、
中
央
公
民
館
で
女

２７

性
参
画
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
女
性
が
社
会
で
活
躍

す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
で

す
。
講
師
に
は
、
ハ
ー
ブ
園
を
は

図書館の利用者が９０万人達成
　３月４日、

町立図書館の

利用者が９０

万人に達しま

した。

　９０万 人 目

となったのは

長谷川 来睦 く
ら い む

ん（新里）で、

この日はお母

さんと一緒に

紙芝居を借り

に来ていました。

　お母さんによると、来睦くんは最近文字が読めるように

なってきたので、絵本を借りるのを楽しみに、よく図書館を

利用しているとこのこと。

　恩田町長から記念品が贈られ、来睦くんは「絵本が好き」

と元気に答えていました。

　前後賞は青木桓夫さん（館林市）、砂賀敏子さん（斗合田）で、

それぞれ記念品が贈られました。

　図書館は、平成８年７月に開館し、平日は約１５０人、休日

は約３００人に利用されており、平成１９年８月には利用者が

８０万人を突破していました。

来睦くんと前後賞のかたなどで記念撮影
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じ
め
結
婚
式
場
や
ホ
テ
ル
の
運
営

な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
小
林

由
美
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
ハ
ー
ブ
の
話
題
や

事
業
を
始
め
る
い
き
さ
つ
な
ど
を

中
心
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
道

の
り
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
 海
 洋
 セ
 ン
 タ
 ー
 】

春
季
成
人
ア
ク
ア
健
康
ま

つ
り
の
参
加
者
を
募
集

　
プ
ー
ル
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
　

１７

（日）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
健
康
の
た
め
の
水
中
運
動

□
対
象
　
成
人
男
女

□
定
員
　
　
人
５０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
４
月
　
日
　
～
５

１８

（土）

月
　
日
　
（
月
曜
日
は
除
く
）

１０

（日）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。

子
ど
も
の
日
に
海
洋
セ
ン

タ
ー
を
無
料
開
放
し
ま
す

□
期
日
　
５
月
５
日
　（火）

□
対
象
　
中
学
生
以
下
の
か
た

□
開
放
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
、

１０

午
後
１
時
～
午
後
４
時
、
午
後

５
時
～
午
後
９
時

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
結
果

（
敬
称
略
）

第
８
回
協
会
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
　
勝
　
赤
坂
チ
エ
子
　
　
打
５２

準
優
勝
　
吉
永
　
静
江
　
　
打
５２

第
３
位
　
松
吉
　
喜
造
　
　
打
５４

※
上
位
２
人
は
同
じ
打
数
だ
っ
た

た
め
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
多
い

か
た
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

第
　
回
明
和
町
剣
道
大
会

11
小
学
生
低
学
年

優
　
勝
　
山
田
雄
太
（
赤
羽
剣
）

準
優
勝
　
山
口
明
日
香（
館
剣
ク
）

第
３
位
　
加
藤
賢
祐
（
館
剣
ク
）

第
３
位
　
髙
橋
康
彦
（
赤
羽
剣
）

小
学
生
高
学
年
男
子

優
　
勝
　
坂
本
匡
駿
（
興
武
会
）

準
優
勝
　
館
野
瑠
太
（
赤
羽
剣
）

第
３
位
　
金
子
航
喜
（
館
剣
ク
）

第
３
位
　
細
谷
　
翼
（
興
武
会
）

小
学
生
高
学
年
女
子

優
　
勝
　
林
　
里
香
（
赤
羽
剣
）

準
優
勝
　
横
溝
実
香
（
館
剣
ク
）

第
３
位
　
峯
﨑
文
菜
（
興
武
会
）

第
３
位
　
岡
田
友
佳
里（
興
武
会
）

中
学
生
男
子

優
　
勝
　
川
嶋
浩
彰
（
板
倉
中
）

準
優
勝
　
木
部
　
誠
（
館
三
中
）

第
３
位
　
髙
橋
郁
弥
（
赤
羽
剣
）

第
３
位
　
関
　
晴
信
（
赤
羽
剣
）

中
学
生
女
子

優
　
勝
　
眞
下
紗
希
（
板
倉
中
）

準
優
勝
　
川
島
　
悠
（
板
倉
中
）

第
３
位
　
田
村
美
香
（
千
代
田
中
）

第
３
位
　
中
根
未
希
（
板
倉
中
）

高
校
・
一
般
  二
段
以
下

優
　
勝
　
多
田
大
祐
（
館
林
高
）

準
優
勝
　
栗
原
和
之
（
館
林
高
）

第
３
位
　
井
上
　
航
（
明
　
剣
）

第
３
位
　
斉
藤
卓
哉
（
赤
羽
剣
）

高
校
・
一
般
  三
段
以
上

優
　
勝
　
曽
原
裕
介
（
赤
羽
剣
）

準
優
勝
　
内
川
　
誠
（
明
　
剣
）

第
３
位
　
但
馬
政
弘
（
赤
羽
剣
）

第
３
位
　
増
田
利
和
（
興
武
会
）

高
校
・
一
般
  女
子

優
　
勝
　
中
田
安
美
（
尚
武
会
）

準
優
勝
　
但
馬
理
絵
（
赤
羽
剣
）

第
３
位
　
梅
田
詩
織
（
東
洋
大
）

第
３
位
　
田
口
直
子
（
泉
武
会
）

講演をする小林さん

 Information  Information 

　一大ブームを呼んだ「おしん」の少女時代

を描いた感動のアニメーション。

□日時　４月２６日（日）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料（どなたでもご覧になれます）

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い合
わせください。

今月の映画
　アニメーション

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画ササササササササササロロロロロロロロロロ図書館映画サロンンンンンンンンンンン

明和町図書館から

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

ババールと
おちびのイザベル

イザベルは、元気いっぱ
いの女の子。家族で山の
中を散歩していると、い
つの間にかイザベルがい
なくなっていて…。

ロラン・ド・ブリュノフ 著
せな あいこ 訳

◇小学生
ＡＤＨＤってなあに?
知りたい、聞きたい、伝えた
いおともだちの障がい２

子どもの障がいについて
わかりやすく説明した絵
本シリーズ。

エレン・ワイナー 著
高山 恵子 訳
テリー・ラバネリ 絵

◇中学生～一般

デモナータ８幕　狼島

黒幕はロード・ロスか、そ
れとも死をもあやつる強
敵「シャドー」が絡んでい
るのか？ シリーズ第８弾。

Darren Shan 著
橋本 恵 訳
田口 智子 絵

４

◇一般

アンチエイジング

夫は「永遠の若さ」を欲し、
妻は「永遠の愛」を求め、
手段を選ばず「老い」に抗
おうとした。 滑稽で純粋
な夫婦の情欲の物語。

新堂 冬樹 著

 月のおすすめ図書

各部門で優勝したみなさん

　お し ん



（２８）

　
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
　
人
が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
慢
料
理
を
紹
介
し
ま

６４

し
た
の
で
、
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
６
回
に
分
け
て
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
「
油
揚
げ

の
ほ
う
れ
ん
草
焼
き
と
に
ぎ
ら
っ
こ
」
で
す
。
来
月
は
「
小
松
菜
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
」
で
す
。

「
油
揚
げ
の
ほ
う
れ
ん
草
焼
き
」・「
に
ぎ
ら
っ
こ
」

（左から）１グループの橋本さん、奈良原さん、奈良さん、照内さん、田口さん、酒井さん

食改推の皆さんの

ヘルシークッキング

Ｃｏｏｋｉｎｇ
ｒｅｃｉｐｅ

《油揚げのほうれん草焼き》一人分のエネルギー：１５７キロカロリー

毅油揚げ勝８枚毅ほうれん草勝１束毅しょう

油勝大さじ２毅すだち勝１個

《にぎらっこ》一人分のエネルギー：４５８キロカロリー

毅じゃがいも勝 1個毅川エビ勝大さじ３毅豆

腐勝１丁毅卵勝１個毅ねぎ勝１本毅薄力粉勝

１カップ毅ごぼう・にんじん勝各1/2本毅味噌

勝大さじ２毅しその実の塩漬け勝大さじ１毅

揚げ油勝適宜

材　料（４人分）

作り方

《油揚げのほうれん草焼き》

臼ほうれん草は熱湯でゆで、水にとって水気

をよく絞る。渦油揚げは三方の端を切り落と

して、１枚に切り開く。嘘渦をまな板の上に

広げ、臼の1/8量をのせてくるくると巻き、

巻き終わりをつまようじでとめる。唄オーブ

ントースターに嘘を入れ、油揚げにこんがり

と焼き色がつくまで焼く。欝焼きあがったら、

熱いうちにしょう油をハケなどで油揚げの表

面に塗る。⑥欝を食べやすい大きさに切って

器に盛り、半月切りにしたすだちをそえる。

《にぎらっこ》

臼にんじんは細かい千切り、ごぼうはささが

き、ねぎはみじん切りにする。渦じゃがいも

はすりおろす。色が変わらないようにすぐ味

噌をまぜておく。嘘豆腐は水気をきって細か

くほぐしておく。唄全部の材料を混ぜ、軽く

握れる程度のかたさにし、スプーンで入れて

揚げる。

　　　　《油揚げのほうれん草焼き》

　ほうれん草はビタミンやミネラルが豊富

で、特に鉄分を多く含み、葉酸も多いので

貧血予防に効果的。ゆでて食べる方がカサ

も減り、シュウ酸も溶け出るのでよい。

　　　　　　　　《にぎらっこ》

　邑楽・館林地区の郷土料理です。

えびや豆腐を使っているので

カルシウムが豊富です。

自
慢
料
理界にぎらっこ、皆油揚げのほうれん草焼き

みんなの広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場

兜一口メモ兜
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３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

虫
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

～
「
よ
く
噛
ん
で
」
食
べ
ま
し
ょ
う
～

　
し
っ
か
り
噛
む
こ
と
で
、
唾
液
の
分
泌
が
よ
く
な
り
、
口
の
中
の

自
浄
作
用
が
働
き
ま
す
。
そ
の
結
果
虫
歯
予
防
に
つ
な
が
っ
た
り
、

歯
ぐ
き
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
れ
て
歯
周
病
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
よ
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
味
覚
の
発
達
を
助
け
、
心
の
安
定

に
つ
な
が
っ
た
り
、
食
べ
す
ぎ
を
防
い
で
肥
満
防
止
に
な
り
ま
す
。

山口 想成 くん
そ　な

管野 優斗 くん
ゆうと

（中谷） （中谷）

増田 望花 ちゃん
ののは

堀口 果鈴 ちゃん
かりん

（新里）

（田島）

木村 結愛 ちゃん
ゆうあ

石川 善光 くん
ぜんこう

（江口） （江口）

～町民の皆様の声をお寄せください～

　
現
在
ご
み
収
集
車
が

作
業
終
了
後
、
保
健
セ

ン
タ
ー
前
（
中
央
公
民
館

裏
）
で
洗
車
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
洗
車
後
、
生
ご
み
の
カ
ス
・

汚
水
等
が
残
り
、
特
に
夏
季
な
ど

は
近
隣
住
民
よ
り
悪
臭
の
た
め
、

網
戸
に
し
て
お
く
事
が
出
来
な
い
、

ゆ
っ
く
り
と
昼
寝
が
出
来
な
い
等

の
ク
レ
ー
ム
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
外
来
者
が
各
施
設
利
用
の

際
、
環
境
に
対
し
悪
影
響
を
与
え

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
件
に
つ
い
て
他
の
場
所

へ
移
動
し
て
行
う
等
の
対
処
の
ご

検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
男
性
）

　

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
ご
意
見
に

つ
き
ま
し
て
は
、
専
用
洗
車
場
を

整
備
す
る
方
向
で
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
整
備
場
所
等
の
結
論
が

得
ら
れ
る
ま
で
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
お
時
間

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

洗
車
場
所
で
の
清
掃
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
ま
で
以
上
に
気
を
つ
け

て
行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

                                     　
　
 

 　
　
　
　
　
　
　
　（
環
境
課
）

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、役
場
や
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
、中
央
公
民
館
、海

洋
セ
ン
タ
ー
に
用
紙
が
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な
お
、「
み
ん
な
の
声
」は
、役

場
庁
舎
内
の
掲
示
板
に
も
掲
示

し
て
い
ま
す
。

みんなの声 このコーナーは、皆さんからお寄せいただいた「みんなの声」
とその回答の一部を掲載します。なお、スペースの都合で内容
は、簡略化させていただくことがあります。



（３０）

INFORMATION

掲示板

（３０）

　
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修

理
・
修
繕
お
よ
び
業
務
委
託
の
う

ち
、
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
に
よ
る
有
資
格
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
な
い
か
た
で
も
契

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
少
額
で
内

容
が
容
易
な
修
理
・
修
繕
（
１
３

０
万
円
以
下
）、
ま
た
は
業
務
委

託
（
　
万
円
以
下
）
契
約
を
希
望

３０

す
る
か
た
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

□
登
録
で
き
る
か
た

・
明
和
町
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
か
た

・
個
人
、
法
人
を
問
い
ま
せ
ん

・
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、
経
営

規
模
、
従
業
員
数
等
を
問
い
ま

せ
ん

□
提
出
書
類

［
法
人
］

①
明
和
町
小
規
模
修
理
・
修
繕
お

よ
び
業
務
委
託
契
約
希
望
者
登

録
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
商
業
登
記
簿
謄
本
の
写
し
１
通

（
３
か
月
以
内
に
証
明
の
も
の
）

③
代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
１
通

（
３
か
月
以
内
に
証
明
の
も
の
）

④
法
人
町
民
税
等
の
納
税
証
明
書

１
通
（
直
前
１
年
分
）

［
個
人
］

①
明
和
町
小
規
模
修
理
・
修
繕
お

よ
び
業
務
委
託
契
約
希
望
者
登

録
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
身
分
証
明
書
１
通
（
３
か
月
以

内
に
証
明
の
も
の
） 

③
町
民
税
等
の
納
税
証
明
書
１
通

（
直
前
１
年
分
）

□
有
効
期
間
　
平
成
　
年
３
月
　

２３

３１

日
ま
で

※
申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
提
出

し
て
書
類
審
査
に
合
格
し
た
か
た

は
、
明
和
町
小
規
模
修
理
・
修
繕

お
よ
び
業
務
委
託
契
約
希
望
者
登

録
名
簿
に
登
載
し
、
町
が
発
注
す

る
小
規
模
な
修
理
・
修
繕
お
よ
び

業
務
委
託
契
約
の
際
に
業
者
選
定

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
は
業
者
選
定
や
契
約
を
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

承
知
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
内
線
２

１
３
）
へ
。

　
町
の
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し

ま
し
た
。

□
指
定
日
　
３
月
　
日
１０

□
住
所
　
太
田
市
内
ヶ
島
町
１
４

８
０
番
地
１

□
業
者
名
　
　
リ
メ
イ
ク
ラ
ビ
ッ
ト

（株）

□
電
話
番
号
　
山
　
・
２
９
６
１

４６

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
制
度
改

２０

正
に
よ
り
被
用
者
保
険
制
度
（
全

国
健
康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保

険
・
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組
合
・

国
保
組
合
）
の
　
歳
～
　
歳
未
満

４０

７５

の
加
入
者
（
被
扶
養
者
）
の
み
な

さ
ま
は
、
町
か
ら
ご
案
内
し
て
い

た
老
人
保
健
法
に
よ
る
基
本
健
康

診
査
に
代
わ
り
、
各
医
療
保
険
者

が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
受
診
案
内
に
つ
い
て
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
振
り
込
め
詐
欺
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
振
り
込
む
前
に
、
ご
家
族

や
警
察
、
金
融
機
関
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
犯
罪
の
手
口
や
対
策
を

知
り
た
い
か
た
は
、
全
銀
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.z

e
n
g
in
k
y
o
.o
r.jp
/to
p
ic
/h
a
n
za
i

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
１

２６

（日）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児

童
会
館
（
太
田
市
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

太
田
支
局
へ
。

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　

１１

（月）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
丸
山
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
５
月
１
～
８
日

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　

１５

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　

２１

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
５
月
１
・
　
日
　

１５

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　

１２

（火）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　

１４

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
受
付

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
　
年
５
月
生
、　
年
５
・

１９

２０

７
・
　
月
生
、　
年
１
月
生

１０

２１

下
水
道
の
指
定
工
事

店
に
指
定

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

加
入
す
る
保
険
で
特
定
健

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
群
馬
県
保
険
者
協
議
会

　
山
０
２
７
・
２
１
９
・
２
１
０
０

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局

　
　
　
　
　
　
山
　
・
６
１
０
０

３２

振
り
込
め
詐
欺
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　
厚
生
労
働
省

　
山
０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１

お
知
ら
せ

小
規
模
修
理
・
修
繕
、業

務
委
託
業
者
は
登
録
を

　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

定
期
相
談
・
健
診



（３１）広報めいわ　平成２１年４月１０日

　
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
平
成
　
年
度
の
申
告
・
納
付
は

２１

６
月
１
日
　
～
７
月
　
日
　
の
期

（月）

１０

（金）

間
で
す
。
労
働
保
険
料
等
申
告
書

が
お
手
元
に
届
く
時
期
が
６
月
１

日
頃
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務

上
の
事
由
、
ま
た
は
通
勤
に
よ
る

負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し
て
必
要

な
給
付
を
行
う
労
災
保
険
と
、
労

働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一
定
の

給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称
し

た
も
の
で
、
こ
の
申
告
・
納
付
を

怠
り
ま
す
と
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続

き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
へ
。

□
入
漁
証
行
使
料
金
（
税
込
み
）

・
全
漁
券
　
４
５
０
０
円
（
コ
ロ

ガ
シ
、友
釣
、
ド
ブ
釣
、流
し
、釣
）

・
投
網
券
　
６
７
０
０
円
（
コ
ロ

ガ
シ
、投
網
、流
し
）

□
入
漁
証
が
使
用
で
き
る
範
囲

・
利
根
川
　
福
島
橋
下
流
端
か
ら

下
流
明
和
地
先
ま
で

・
広
瀬
川
　
粕
川
・
石
田
川
・
早

　
川
・
蛇
川
地
区
内
全
域

※
入
漁
証
の
購
入
を
希
望
す
る
か

た
は
経
済
課
（
山
　
・
３
１
１
１

８４

内
線
１
５
３
）
へ
。

　
２
０
１
１
年
７
月
　
日
ま
で
に

２４

今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

を
お
使
い
の
か
た
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
テ
レ
ビ
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
放

送
）
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足

す
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済

み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す

る
、
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も

２
０
１
１
年
７
月
　
日
ま
で
に
終

２４

了
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
山
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１
）、

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
（
山
０
３
・
４
３
３
４
・

１
１
１
１
）

◎
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
せ

セ
ン
タ
ー
（
山
０
５
７
０
・
０
１
・

２
０
１
１
）、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
つ

な
が
ら
な
い
場
合
は
（
山
０
４
５
・

３
４
５
・
４
０
８
０
）

　
臨
床
心
理
士
や
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
）

□
相
談
日
　
毎
月
第
３
水
曜
日

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

□
申
込
方
法
　
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
へ
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
へ
。

　
苗
木
・
し
い
た
け
ほ
だ
木
の
配

布
会
、
花
木
や
木
製
品
、
き
の
こ
、

地
元
特
産
品
の
展
示
即
売
な
ど
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

□
日
時
　
５
月
４
日
　
　
午
前
　

（月）

１０

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
県
立
森
林
公
園
「
お
う

ら
創
造
の
森
」

※
詳
し
く
は
、群
馬
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
へ
。

　
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が
抱
え

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
や
悩

み
事
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
相
談
日
・
時
間
（
祝
日
を
除
く
）

○
一
般
相
談

・
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

○
専
門
相
談
（
医
師
や
弁
護
士
等

の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
）

・
介
護
　
月
曜
日
　
午
後
２
時
～

午
後
４
時

・
年
金
保
険
　
火
曜
日
　
午
後
２

時
～
午
後
４
時

・
税
務
　
第
１
水
曜
日
　
午
後
２

時
～
午
後
４
時

・
住
宅
　
第
３
・
５
水
曜
日
　
午

後
２
時
～
午
後
４
時

・
医
療
　
木
曜
日
　
午
後
１
時
～

３
時

・
法
律
　
金
曜
日
、
第
２
・
４
水

曜
日
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

□
費
用
　
無
料

□
相
談
方
法
　
電
話
、
郵
送
ま
た

は
直
接
相
談
す
る

・
郵
送
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
相
談
内
容
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

〈
あ
て
先
〉　

　
〒
３
７
１
・
０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
１
３
―
１
２
　
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
　

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

あ
て
）

※
詳
し
く
は
、
県
高
齢
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
屋
外
放
送
の
放
送
内
容
を
一
部

変
更
し
て
試
行
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
本
運
用
い
た
し
ま

す
。

　
お
知
ら
せ
等
に
つ
き
ま
し
て
は

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
テ
レ
ド
ー

ム
　
山
０
１
８
０
・
９
９
２
・
３

０
３
）
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
内
容
　
午
前
６
時
　
分
と
午
後

３０

６
時
　
分
の
定
時
放
送
を
中
止

３０

（
緊
急
放
送
な
ど
、
そ
の
他
の

放
送
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
）

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２

２
３
）
へ
。

　
年
度
入
漁
証
行
使
料

２１金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
東
毛
漁
業
協
同
組
合

　
山
０
２
７
０
・
２
６
・
１
１
４
３

お
う
ら
創
造
の
森「
み

ど
り
の
集
い
」開
催

　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
７
１
８
８

８８

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付

時
期
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
群
馬
労
働
局

　
山
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
１

「
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相

談
」を
行
い
ま
す

　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
２
３
０

７２

今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放

送
は
終
了
し
ま
す

　
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

（社）
　
山
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
山
０
２
７
・
２
５
５
・
６
１
０
０

屋
外
放
送
の
放
送
内

容
の
一
部
変
更

　
企
画
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（３２）

INFORMATION

（３２）

　
今
年
の
「
農
作
業
標
準
賃
金
」

が
決
定
し
ま
し
た
。
管
内
の
動
向

や
農
作
業
の
価
格
等
を
総
合
的
に

考
え
合
わ
せ
た
う
え
決
定
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
金
額
は
あ
く

ま
で
も
標
準
的
な
目
安
で
す
。
労

働
条
件
等
を
考
慮
し
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
運
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、

両
者
で
話
し
合
い
の
う
え
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昼
食
な
ど
の
賄
い
は
地

域
の
慣
習
に
よ
り
ま
す
。　

【
水
稲
作
業
】　
（
　
ａ
当
た
り
）

１０

□
耕
起
　
４
５
０
０
円
（
１
番
う

な
い
）、
３
５
０
０
円
（
２
番
う

な
い
）　

□
代
か
き
　
６
０
０
０
円

□
耕
起
～
代
か
き
　
１
万
３
０
０

０
円

□
代
か
き
の
み
　
６
０
０
０
円

□
育
苗（
種
苗
）　
１
万
４
０
０
０

円
（
苗
箱
　
枚
標
準
一
切
受
託

２０

者
持
ち
）、
１
万
円
（
苗
箱
　
枚
２０

標
準
種
子
、
苗
箱
は
委
託
者
も

ち
）　

□
田
植（
機
械
植
）　
６
０
０
０
円

（
補
植
な
し
）

□
育
苗
～
田
植
　
１
万
９
０
０
０

円
（
田
植
え
一
切
）

□
コ
ン
バ
イ
ン
刈
取
り
　
　
１
万

６
０
０
０
円
（
委
託
者
宅
迄
運

搬
、
結
束
は
２
０
０
０
円
高
）

□
コ
ン
バ
イ
ン
一
貫
作
業
　
２
万

７
０
０
０
円
（
結
束
は
２
０
０

０
円
高
）　

□
乾
燥
 籾
摺
 り
調
整
　
１
５
０
０

も

み

す

円
（
１
俵
当
た
り
）　

□
籾
摺
り
調
整
　
６
０
０
円
（
１

俵
当
た
り
）　

【
麦
作
業
】　
（
　
ａ
当
た
り
）

１０

□
耕
起
　
７
０
０
０
円

□
施
肥
播
種
　
４
５
０
０
円

□
覆
土
　
２
８
０
０
円

□
刈
取
り
　
１
万
５
０
０
０
円

□
セ
ッ
ト
  ２
万
６
０
０
０
円（
刈

取
り
か
ら
乾
燥
、
調
整
）　

【
そ
の
他
】　

□
畦
畔
作
業
　
　
円
（
機
械
に
よ

４０

る
ｍ
当
た
り
）　

□
農
繁
期
農
作
業
労
賃
　
８
０
０

０
円
（
１
日
当
た
り
）　

※
農
休
日
は
、
７
月
３
日
　
・
４

（金）

日
　
・
５
日
　
の
３
日
間
に
決
ま

（土）

（日）

り
ま
し
た
。　
　

　
シ
ニ
ア
世
代
が
元
気
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
た
め
に
考
え
ら
れ

た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
軽
快
な

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
無
理
せ
ず
気
軽

に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

□
期
日
　
５
月
　
日
　
・
　
日
　
・

１３

（水）

１９

（火）

　
日
　
、
６
月
２
日
　
・
９
日

２６

（火）

（火）

　
・
　
日
　
・
　
日
　
・
　
日

（火）

１６

（火）

２３

（火）

３０

　
、
７
月
　
日
　
・
　
日
　

（火）

２１

（火）

２９

（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
前
　
時

１０

１１

　
分
（
初
回
と
最
終
日
は
体
力

３０測
定
を
行
い
ま
す
の
で
終
了
時

刻
が
　
分
程
度
延
長
し
ま
す
）

３０

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

６０

□
内
容
　
シ
ニ
ア
向
け
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
（
ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
）
の

体
験

□
定
員
　
　
人
（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接

申
し
込
む

□
申
込
開
始
　
４
月
　
日
　

１３

（月）

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
　
内

線
１
２
６
）
へ
。

　
３
Ｂ
体
操
と
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ

ル
、
ベ
ル
タ
ー
を
使
用
し
な
が
ら
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
健
康
体
操

で
す
。
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る

か
た
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
５
月
８
日
　
・
　
日
　
・

（金）

１２

（火）

　
日
　
・
　
日
　
　
全
４
回

２２

（金）

２９

（金）

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
　
原
則
と
し
て
　
歳
以
上

６５

の
か
た

□
内
容
　
３
Ｂ
体
操
の
体
験

□
講
師
　
野
村
シ
ノ
ブ
さ
ん

□
定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
開
始
　
４
月
　
日
　

１３

（月）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
　
内

線
２
１
６
）
へ
。

◎
準
備
講
習
会

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９

２６

（火）

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
館
林
市
郷
谷
公
民
館

□
受
講
料
　
８
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

◎
試
験

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
９

２１

（日）

時
□
場
所
　
関
東
学
園
大
学
　
他

□
受
験
料
　
甲
種
５
０
０
０
円
、

乙
種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７

０
０
円

◎
講
習
会
・
試
験
と
も
共
通

□
申
込
期
間
　
５
月
７
日
　
～
５

（木）

月
　
日
　

１８

（月）

□
申
込
方
法
　
明
和
分
署
、
ま
た

は
館
林
消
防
本
部
へ
直
接
申
し

込
む

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署
（
山
　
・
８４

３
１
３
１
）
ま
た
は
、
館
林
消
防

本
部
へ
。

◎
幹
部
候
補
生

□
試
験
日
　
５
月
　
日
　

１６

（土）

□
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

２２

２６

か
た

◎
一
般
曹
候
補
生

□
試
験
日
　
５
月
　
日
　

２３

（土）

□
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

１８

２７

か
た

※
年
齢
は
平
成
　
年
４
月
１
日
現

２２

在
で
す
。
受
付
期
限
は
５
月
　
日
１２

シ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室
を
行
い
ま
す

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

３
Ｂ
体
操
教
室
に
参

加
者
し
ま
せ
ん
か

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

募
集
し
ま
す

自
衛
官
（
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹

候
補
生
）
の
試
験
を
行
い
ま
す

　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田

出
張
所
　
　
 山
　
・
５
５
６
３

４５

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準

備
講
習
会
を
行
い
ま
す

　
館
林
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
山
　
・
８
３
６
４

７２

お
知
ら
せ

　
年
度
農
作
業
標
準
賃

２１金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（３３）広報めいわ　平成２１年４月１０日

　
ま
で
で
、
試
験
会
場
は
別
途
、

（火）各
人
に
通
知
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田

出
張
所
へ
。　

　
 応
急
手
当
が
出
来
る
よ
う
救

命
講
習
会
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９

２４

（日）

時
～
正
午

□
場
所
　
邑
楽
分
署

□
対
象
　
明
和
町
・
館
林
市
・
邑

楽
町
・
板
倉
町
・
千
代
田
町
に

在
住
・
在
学
・
在
勤
し
て
い
る

　
歳
以
上
の
か
た

１５
□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

□
内
容
　
普
通
救
命
講
習
会
I

（
救
命
に
必
要
な
基
礎
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
４
月
　
日
　
～
５

１５

（水）

月
７
日
　（木）

□
申
込
方
法
　
邑
楽
分
署
へ
電
話

で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
邑
楽
分
署
（
山
　
・
８８

５
５
５
１
）
へ
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
４
時

２４

（金）

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院

□
参
加
費
　
無
料

※
参
加
す
る
か
た
は
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
詳
し
く
は
館
林
厚
生

病
院
へ
。

　
館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医
師
と

し
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る
意
欲

の
あ
る
医
学
生
お
よ
び
研
修
医
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
応
募
資
格

①
医
科
大
学
に
お
い
て
医
学
を
履

修
す
る
課
程
に
在
学
す
る
学
生

お
よ
び
医
科
大
学
院
に
お
い
て

医
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学

す
る
学
生

②
館
林
厚
生
病
院
で
、
臨
床
研
修

を
行
う
か
た

③
大
学
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す

る
課
程
を
修
了
し
、
医
師
資
格

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
か
た

□
定
員
　
４
人

□
審
査
　
書
類
審
査
・
面
接
（
面

接
日
に
つ
い
て
は
後
日
応
募
者

に
通
知
い
た
し
ま
す
）

□
貸
与
額
　
月
額
　
万
円

１５

□
申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院
へ

申
請
書
類
を
提
出
す
る

□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　
（
定

２９

（金）

員
に
満
た
な
い
場
合
は
二
次
募

集
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
申
請
書
（
様
式
1
号
）
は
館
林

厚
生
病
院
総
務
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ta
teb
a
y
a
sh
ik
o
seib

y
o
in
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
館
林
厚

生
病
院
へ
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

岡
安
 柚
奈
 （
秀
寿
・
千
春
慨
南
大
島

）

ゆ

ず

な

堀
口
 美
空
 （
秀
典
・
裕
美
慨
新
里
）

み

く

澤
浦
 悠
月
 （
啓
　
・
ま
す
み

慨
新
里
）

ゆ

づ

き

永
井
 琉
季
生
 （
康
隆
・
寛
子
慨
千
津
井

）

る

き

あ

小
久
保
 萌
愛
 （
英
明
・
め
ぐ
み

慨
田
島
）

め

い

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

関
根
　
良
光
　
　
　
新
里
　
美
津
江

５１

小
原
　
辰
男
　
　
　
中
谷
　
み
な
子

６８

小
松
原
一
好
　
　
　
南
大
島

　
滿

８７

奈
良
原
正
男
　
　
　
千
津
井

　
崇
二

９１

藤
野
　
千
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（平成２１年３月１日現在）

　総人口　１１，６１６人　（－３）
　　男　　　５，８３３人　（－３）
　　女　　　５，７８３人　（０）
　世帯数　　３，７８７世帯（０）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………２５件
　　士交通事故………　４件
　　士その他…………　６件
　　士合計……………３５件

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

－
星野こども

（小児科のみ）

（７０）７２００

慶友整形
（７２）６０００

ゆたか医院
（７３）７３０８

館林地区
と同じ

４月１２日（日）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

海宝病院
（７４）０８１１

橋田内科
（７２）０００１

小西医院
（８６）２２６１

４月１９日（日）

－
森下内科
（７３）７７７６

岡田整形
（７２）３１６３

記念病院
（７２）３１５５

館林地区
と同じ

４月 ２６日（日）

－
真中医院
（７２）１６３０

川島脳外
（７５）５５１１

吉田内科
(７０)７１１７

－４月２９日（水）

川田耳鼻
（７２）３３１４

こやなぎ
（小児科のみ）

（８０）２２２０

最上胃腸科
（７４）３７６３

記念病院
（７２）３１５５

ミツワ診療所
（７０）３０３０

５月  ３日（日）

－
横田医院
（７２）０２５５

館林医院
（７４）２１１２

吉田内科
（７０）７１１７

－５月  ４日（月）

－
益田小児科
（６２）５５３５

慶友整形
（７２）６０００

松井内科
（７５）９８８０

－５月  ５日（火）

－
星野こども

（小児科のみ）

（７０）７２００

海宝病院
（７４）０８１１

落合医院
（７２）３１６０

－５月  ６日（水）

－
おぎわら
（６１）１１３３

新橋病院
（７５）３０１１

松井内科
（７５）９８８０

館林地区
と同じ

５月 １０日（日）

川村耳鼻
（７２）１３３７

竹越医院
（８４）３１３７

小曽根整形
（７２）７７０７

落合医院
（７２）３１６０

竹越医院
（８４）３１３７

５月 １７日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

◎メール配信＠めいわ
携帯電話やパソコンのメール機能

を利用した、防犯・防災・緊急・町

の情報の配信を行っています。登

録は町ホームページ、または、右

のＱＲコードから。

３月の救急車出動回数

　記　立岡正夫

　春の七草のひとつ。小さい頃、兎を飼っていて冬場の青草の少
ない時季に道端や田の畦に生えていたものを採って来て食べさせ
た記憶があるので、特に親しみのある野草です。
　写真は３月のはじめに撮ったものですが、花の盛りを過ぎて実
が付いていました。この実の形が三味線のばちに似ていることか
らペンペングサの異名があります。

ナズナ（アブラナ科）

　記　立岡正夫

野草観察教室


